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調査概要１

調査目的
・神奈川県内の情報モラル教育の促進策（教材制作、指導法開発等）に資する情報収集及び検証
・青少年のネット利用実態に関する継続調査（経年変化）

調査手法 郵送調査

調査対象者 神奈川県の小学校（6校）、中学校（5校）、高等学校（4校）

回答数
（有効回答数）

小学生1,679名(有効回答1,641名)、中学生1,881名(有効回答1,866名)、高校生3,465名(有効回答3,129
名） 合計7,025名（有効回答6,636名）

質問数 小学生30問、中学生30問、高校生51問

主な質問項目

• 生活時間や学習環境など
• 携帯電話等の利用状況
• ネットサービスの利用状況
• ネット利用に関してのメリット（高校生のみ）
• ネット利用に関してのデメリット
• 家庭内ルールの有無や順守割合
• ネット利用のマナーや法的理解度
• 情報モラル教育の経験や気づきの有無
• LINE利用に伴うトラブルなど（高校生のみ）

調査時期 2019年10月～12月

過去実施状況 平成28年度、平成29年度、平成30年度

調査主体 LINE株式会社 一般財団法人 LINEみらい財団※

※ 2020年４月より、LINE株式会社からLINEみらい財団に調査主体が移管
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調査概要２

全体で7,025の回答（うち有効回答数は6,636名）となりました。有効回答の性別は男性52.6％、女性
47.0％、性別未記入は0.4％です。

小4 小5 小6 中1 中2 中3 高1 高2 高3
未記入
無効

合計

合計 450 587 604 628 631 607 1,143 1,073 913 389 7,025

男性 229 288 309 353 331 305 620 582 476 14 3,507

女性 219 294 293 273 299 296 520 487 435 13 3,129

未記入 2 5 2 2 1 6 3 4 2 362 389

小学生 中学生 高校生

合計 1,679 1,881 3,465

有効回答 1,641 1,866 3,129

※小学生と中学生は、学年が未記入のものを無効としました。
高校生は、学年もしくは特定の質問で２の回答を指定したものの２と回答されなかったものを無効としました。
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はじめに

エビデンスに基づいて、子どもたちの学習を支援する

上記はLINEみらい財団が情報モラル教育を実践するひと

つの指針となります。

本報告書はそのエビデンスの核となるものであり、おか
げさまで昨年度に続きリリースすることができました。ア
ンケート調査に賛同をいただいた神奈川県内の小中高15校
の先生方、そしてアンケートに真摯に向き合って回答いた
だいた児童・生徒のみなさまにはこの場をお借りして厚く
御礼申し上げます。

LINE株式会社は、2018年5月21日に、神奈川県警察およ
び神奈川県教育委員会と、インターネット利用に起因した、
いじめや非行・被害、トラブル等を防止するため、情報モ
ラルの向上と規範意識の醸成を図ることを目的に、「イン
ターネットに起因した非行・被害等の防止対策に関する協
定」（以下、「本協定」といいます）を締結いたしました。

すでに神奈川県警察ではインターネット利用に起因した
トラブルの防止のための指導を児童生徒に実施しているほ
か、学校現場では、教員自らによる情報モラル教育が行わ
れています。しかし、情報モラル教育は、道徳や倫理にま
つわる人格育成の領域から、インターネットの技術やビジ
ネスモデル、法律・セキュリティといった専門分野まで広
範に及ぶことから、学校現場での実践にあたっては一部難
しさも存在します。そこで、児童・生徒のより良い学びに
つなげるために、本協定では、県内の多くの情報モラル指
導者が使える教材を目指し、本調査結果等のエビデンスを

集めながら教材制作を進めています。

本調査では、携帯電話等の保有率やネットの利用状況と
いった利用実態面を経年で比較している他、今回は、神奈
川県内の情報モラル教育の促進策（教材制作、指導法開発
等）に資する情報収集及び検証のために、県内の情報モラ
ル教育の実施状況、受講後の児童生徒の気づきの内容、教
育内容と気づきの関係等、教育部分を積極的に調査・分析
いたしました。本報告書が情報モラル教育に関わる方々の
一助となれば幸いです。

平成の時代が終わり、令和という新しい時代に入りまし

た。

少子高齢化にともなう社会構造の変化やAI、IoTなどの言
葉に象徴される超情報化社会の到来を目の前にして、我々
大人は子どもたちのために、次なる社会を生き抜く資質・
能力を育成するための教育環境を整備する責務があります。
そして、新型コロナウイルスの影響や、GIGAスクール構想
による１人１台端末や通信ネットワーク環境等の整備の進
展により、今後は学校現場での学び方が変わることでしょ
う。それゆえ今後は情報モラル教育の必要性が更に高まり、
その手法や内容も変容することが予想されます。

 LINEみらい財団は、インターネットを子どもたちが賢
く適切に使えるように、今後も情報モラル教育の推進に尽
力してまいります。
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本調査結果の要点
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本調査結果の要点①

本調査では、青少年のネット利用実態把握のため、様々な視点からデータを収集・分析いたしました。
本報告書では、その中から「ネット上での暴力的表現等」「ネット上での出会い」「情報モラル教育」の
３つを重要なテーマと設定いたしました。ここでは特徴的な傾向を中心に、以下の通りまとめています。

１．ネット上での暴力的表現等

① 暴力的表現等の加害経験と被害経験の割合（P9）
 加害経験の頻度、被害経験の頻度ともに中学１年生、高校１年生で高くなる傾向

② 暴力的表現等の被害経験と加害経験の関係（P10）
 被害経験の頻度が高いと加害経験の頻度も高くなる傾向

③ 携帯電話利用のマナー意識及び家庭内ルールの遵守の程度と暴力的表現等の加害行為との関係（P11）
 マナー意識・ルール遵守の程度が低いと加害経験の頻度は高くなる傾向

２．ネット上での出会い

① ネット上で知り合った友達数と性別（P13）
 学年が上がるにつれて増える傾向（中1で大きく増加）。主に同性間で知り合う傾向

② ネット上で知り合った友達の年齢層と実際に出会った経験（P14）
 高校生がネットで知り合った友達の約7割は高校生同士。知り合った友達と実際に会った経験は約６割

③ ネット上で最も親しくなった人と知り合ったきっかけのサービスと相手の年齢層（P15）
 中学生、高校生になると同じ学校の生徒以外はSNS上で交友関係が広がる傾向

④ SNS上での顔写真利用とメッセージ受信頻度（P16,17）
中学生の約2割がSNS上で顔写真を公開。知らない人からのメッセージの受信頻度は、学年が上がると高くなる傾

向（特に中1で大きく増加）。そして、SNS上で顔写真を公開するほど、メッセージの受信頻度は高くなる傾向

⑤ 写真を要求された場合の行動（P18 ）
 断るとの回答が最も多い。写真を送付するとの回答は小学校高学年から高くなる傾向

サマリー
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本調査結果の要点②

３．情報モラル教育

① 情報モラル教育の内容と受講後の気づき（P20）
「長時間利用」の受講経験は他の学年と比べ特に小学生が高い。その他のテーマ（出会い、コミュニケーション、

個人情報）の受講経験は、学年問わず高い傾向。気づきの有無は、学年問わず７割前後の児童生徒が、気づきがあった
と回答。

② 情報モラル教育における教育内容と、気づきの内容との関係（P21）
教育内容問わず全体的には、知識獲得面の割合が最も高く、最も少ないのが行動変容面。

③ 教育内容ごとの効果検証（P22,23）
「ネット上での出会い」をテーマにした教育の受講経験があると、知らない人から写真を送れと言われたときに

「断る」を選択する割合が特に小学生で高くなる傾向となり、フィルタリングの設定率は特に中学生、高校生で高くな
る傾向

 「ネット上でのコミュニケーション」をテーマにした教育経験があると、暴力的発言等の加害行為に関して、特に
中学生で経験率が低くなる傾向となり、知らない人から写真を送れと言われたときに「断る」を選択する割合が特に小
学生で高くなる傾向。

 「ネット上の個人情報」をテーマにした教育の受講経験があると、知らない人から写真を送れと言われたときに
「断る」を選択する割合が、特に小学生で高い傾向だが、SNS上で自分の顔写真を掲載することに関しては、教育を受
けてない児童・生徒との差がなかった。

４．その他

① トラブル時の相談先（P25）
各学年３割前後がトラブルにあっても「相談しなかった」と回答
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本調査結果の要点③

１．ネット上での暴力的表現等

① 暴力的表現等の加害経験と被害経験の割合

本調査では、暴力的表現や悪口、いやなこと（以下、「暴力的表現等」といいます）のこの1年間

での加害経験及び被害経験の有無について学年別に集計いたしました。加害経験、被害経験とも

に中学校1年生で大幅に高くなり、高校1年生でさらに高くなる傾向となります。
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問.この1年間で、あなたは、暴力的表現（「殴るぞ」など）や、悪口やいやなこと
（画像を含む）などを、ネット(SNS、メッセージサービス等)に書き込んだり、送っ
たりしたことがありますか。

問. この1年間にネット上で、暴力的表現(「殴るぞ」などや、悪口やいやなことを含
む）を書き込まれたりしたことがありますか。
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本調査結果の要点④

高校生

１．ネット上での暴力的表現等

② 暴力的表現等の被害経験と加害経

験の関係

暴力的表現等の被害経験と加害経

験を比較すると、小学生・中学

生・高校生ともに、被害経験の頻

度が高いと加害経験の頻度も高ま

る傾向にあります。
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本調査結果の要点⑤
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１．ネット上での暴力的表現等

③ 携帯電話利用のマナー意識及び家庭内ルールの順守の程度と暴力的表現等の加害行為の関係

携帯電話利用のマナー意識※と暴力的表現等の加害経験との関係及び、家庭内ルールの順守割合

と暴力的表現等の加害経験との関係においては、小学生・中学生・高校生ともに、マナー意

識・ルール遵守の程度が低いと加害経験の頻度は高くなる傾向にあります。
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※マナー意識の得点は、問の各設問をの回答に関して、１.とても悪い、２.少し悪い、３.あまり悪くない４.全く悪くない５.わからないを、それぞれの選択肢の番号を数値として利用し、平均値をマナー意識として利用した。得点が高いほど、
マナー違反に対して「悪くない・わからない」という割合が高くなる。
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本調査結果の要点⑥

※もっと詳しく知りたい方へ
「ネット上での暴力的表現等」に関するデータの詳細は、本報告書P41～49にまとめておりますので、そちらも合わせてご参照ください。

１．ネット上での暴力的表現等

・暴力的表現等の加害経験と被害経験の割合においては、加害経験、被害経験ともに中１、高１で高

くなりますが、携帯端末等の持ち始めや校種の変更による新たな人間関係がはじまるタイミング

（特に中1）で暴力的表現等が発生しやすいため、小学校高学年、中1あたりでの情報モラル教育の

必要性は高いといえます。

・被害経験の頻度が高いと加害経験の頻度も高まる傾向からは、ネット上では加害行為へのハードル

が比較的低いとも考えられます。マナー意識やルール順守が加害経験の発生と関係しているため、

道徳教育等による倫理観、規範意識の醸成の重要性が示唆されました。

考察
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中2(N=579)

中3(N=541)

高1(N=1130)

高2(N=1036)

高3(N=857)

0人 1～5人 6～10人 11人～20人 20人～100人 100人以上

64%

14%

22%

80%

14%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性 女性 わからない

問：あなたには、ネットがきっかけで知り合った友達は何人ぐらいいますか。
（縦軸）本人の性別

（横軸）問：ネットで知り合って、最も親しくなった友達はどのような人ですか。

本調査結果の要点⑦

相手の性

自
分
の
性

２．ネット上での出会い

① ネット上で知り合った友達数と性別

ネットで知り合った友達数は、学年が上がるにつれて増える傾向があり、小6では0人が73％で

すが、中1で60％、高1で51％です。出会う属性は性別ごとで見ると、同性間で知り合う傾向に

あります（男性間では64％と、女性間では80％ ※高校生データ）。
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34.0% 40.4% 3%7% 7% 6%2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N＝1578）

同じ学校の高校生 同じ学校ではない高校生 中学生

大学生 社会人 わからない

その他

問：ネットで知り合って、最も親しくなった友達はどのような人ですか。
問：ネットで知り合った友達の中で、最も親しい人とこの1年間に会ったことはありま
すか。

本調査結果の要点⑧

39% 16% 13% 8% 24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1491）

会ったことはない 一度だけ会ったことがある

3か月に1回ぐらい会っている 1か月に1回ぐらい会っている

1か月に1回以上会っている

２．ネット上での出会い

② ネット上で知り合った友達の年齢層と実際に出会った経験（高校生）

ネットで知り合った友達の年齢層は同じ学校の高校生が34％、別の高校の高校生が40％と同年

代の高校生と知り合う割合が高くなっています。ネットで知り合った友達と実際に会った経験

は61％となっています。

34% 40%

61%
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問：ネットがきっかけで知り合った友達の中で、「最も親しくなった人」と知り合った
きっかけのサービスはどれですか。

問：ネットがきっかけで知り合った友達の中で、「最も親しくなった人」と知り合った
きっかけのサービスはどれですか。

問：ネットで知り合って、最も親しくなった友達はどのような人ですか。

本調査結果の要点⑨

30%

10%

9%

8%

7%

20%

6%

3%

10%

19%

20%

26%

18%

17%

8%

44%

45%

50%

46%

36%

44%

0%

1%

0%

1%

3%

57%

30%

17%

13%

9%

11%

14%

0%

2%

0%

0%

1%

6%

9%

8%

12%

14%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同じ学校の高校生

同じ学校ではない高校生

中学生

大学生

社会人

わからない

その他

LINE ネットゲーム Twitter Facebook

Instagram TikTok 電子メール その他

２．ネット上での出会い

③ ネット上で最も親しくなった人と知り合ったきっかけのサービスと相手の年齢層

ネット上で最も親しくなった人と知り合ったきっかけとなるサービスは、小学生はゲーム、中

学生からはInstagram、高校生になるとTwitterの割合が多くなります。出会った相手の年齢層と

きっかけとなったサービスを比較すると、同じ高校の高校生はInstagramが多く、他の高校や大

学生・社会人などはTwitterが多くなっています（※高校生データ）。

13%

10%

14%

29%

23%

15%

18%

17%

17%

1%

4%

5%

6%

13%

16%

26%

31%

40%

1%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

2%

2%

3%

13%

32%

34%

38%

37%

26%

6%

16%

14%

8%

4%

2%

0%

0%

0%

55%

62%

56%

37%

21%

23%

10%

10%

11%

20%

4%

7%

7%

8%

10%

7%

4%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=66)

小5(N=128)

小6(N=144)

中1(N=211)

中2(N=229)

中3(N=234)

高1(N=576)

高2(N=562)

高3(N=415)

LINE Twitter Facebook Instagram TikTok ゲーム その他
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SNS利用のうち「プロフィール画面に自分の顔写真を使っている」 問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが届いたことがありますか。

本調査結果の要点⑩

3%

3%

6%

8%

8%

13%

16%

16%

17%

2%

4%

4%

12%

15%

17%

24%

29%

29%

4%

6%

7%

13%

20%

20%

22%

21%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

小4(N=276)

小5(N=385)

小6(N=423)

中1(N=545)

中2(N=578)

中3(N=546)

高1(N=1131)

高2(N=1062)

高3(N=896)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

22%

17%

6%

18%

20%

19%

27%

31%

37%

78%

83%

94%

82%

80%

81%

73%

69%

63%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=23)

小5(N=48)

小6(N=72)

中1(N=170)

中2(N=261)

中3(N=264)

高1(N=793)

高2(N=816)

高3(N=694)

はい いいえ

２．ネット上での出会い

④ SNS上での顔写真利用とメッセージ受信頻度

SNS上での顔写真の公開割合は、高校進学時（中3で19％から高1で27％）に大きく増加してい

ます。知らない人からのメッセージの受信頻度は、学年が上がるにつれ高くなる傾向で、特に

中1で大きく増加します。知らない人からのメッセージの受信頻度は、自分の顔写真をプロ

フィールに使っている人ほど、小学生、中学生、高校生ともに高まる傾向となります。

19%

27%
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24%

21%

46%

38%

25%

31%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい（N=521)

いいえ（N=1028)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

SNS上での顔写真利用とメッセージ受信頻度との関係

本調査結果の要点⑪

（メッセージ受信頻度）問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが
届いたことがありますか。

（顔写真利用）問：あなたは、SNSやメッセージサービスで、自分の個人情報を公
開していますか。（プロフィール画面の自分の顔写真）

高校生

メッセージ受信頻度

顔
写
真
利
用

メッセージ受信頻度

顔
写
真
利
用

中学生

小学生

メッセージ受信頻度

17%

13%

33%

20%

25%

23%

0% 20% 40% 60% 80%

はい（N=138)

いいえ（N=690)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

14%

8%

23%

6%

5%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

はい（N=22)

いいえ（N=305)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

顔
写
真
利
用
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0%

2%

0%

1%

2%

2%

3%

4%

4%

1%

1%

4%

6%

9%

9%

10%

9%

11%

52%

68%

70%

77%

76%

73%

75%

75%

68%

35%

24%

21%

9%

5%

4%

2%

1%

1%

1%

1%

2%

2%

2%

2%

3%

4%

5%

10%

4%

3%

5%

7%

10%

7%

6%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小4(N=405)

小5(N=518)

小6(N=568)

中1(N=596)

中2(N=591)

中3(N=567)

高1(N=1125)

高2(N=1047)

高3(N=893)

信頼しているので送る 個人が特定されない写真を送る 断る 保護者や先生など大人に相談する その他 分からない

問.ネット上で親しくなった人から自分の写真を要求されたら、どうしますか？

本調査結果の要点⑫

２．ネット上での出会い

⑤ 写真を要求された場合の行動

「断る」と回答したのは、小４で52％、中1で77％、高1で75％と小学生から中学生までは上昇

するものの、それ以降は75％前後で推移しています。一方「信頼しているので送る」と回答し

たのは、高1で3％、高2で4％、高3で4％と低いものの、高校生では一定の割合でいます。

52%

77%

75%3%

4%

4%
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本調査結果の要点⑬

２．ネット上での出会い

特に中学生からSNSの使用率が高まり、中１からネットで知り合う機会が増え、高校生では6割程

度が実際に会うことから、中学生段階から出会いに伴うリスクへの意識醸成は必要といえます。ま

た、顔写真の公開する人ほど知らない人からのメッセージの受信頻度は高まることから、個人情報

（特に顔写真）を掲載することの影響やリスクについても認識する必要があると考えられます。

考察

※もっと詳しく知りたい方へ
「ネット上での出会い」に関するデータの詳細は、本報告書P50～67にまとめておりますので、そちらも合わせてご参照ください。
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66%

82%

80%

76%

74%

73%

80%

82%

74%

19%

10%

13%

14%

15%

10%

13%

11%

15%

15%

8%

7%

11%

12%

17%

7%

7%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=157)

小5(N=321)

小6(N=364)

中1(N=291)

中2(N=359)

中3(N=301)

高1(N=805)

高2(N=600)

高3(N=382)

あった なかった わからない

問25.受けた講習は、どのような内容でしたか。 問：講習を受けて、気づいたことはありました（受講経験者を抽出）

本調査結果の要点⑭

３．情報モラル教育

① 情報モラル教育の内容と受講後の気づき

「長時間利用」をテーマとした実施率は他の学年と比べ小学生に多い傾向です（約６割）。そ

の他のテーマ（出会い、コミュニケーション、個人情報）は学年問わず５割～８割あたりで実

施されています。受講後の気づきの有無は、各学年7割～8割の児童生徒が、気づきがあったと

回答しています。

56%

56%

38%

23%

33%

25%

28%

24%

23%

74%

81%

73%

68%

69%

53%

64%

62%

52%

68%

78%

79%

57%

68%

68%

81%

76%

77%

73%

76%

70%

62%

67%

69%

76%

73%

68%

23%

17%

8%

8%

8%

5%

4%

2%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

長時間利用 出会い コミュニケーション 個人情報 その他
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40%

56%

96%

48%

41%

60%

32%

34%

59%

38%

35%

51%

30%

17%

4%

33%

37%

27%

36%

37%

32%

29%

44%

37%

30%

28%

0%

19%

22%

12%

32%

29%

9%

33%

21%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校(N=10)

中学校(N=18)

高校(N=24)

小学校(N=27)

中学校(N=81)

高校(N=73)

小学校(N=81)

中学校(N=59)

高校(N=193)

小学校(N=21)

中学校(N=84)

高校(N=122)

長
時
間

出
会
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

個
人
情
報

知らないことを知った 自分の意識が変わった 使い方が変わった

問：受けた講習は、どのような内容でしたか。

問：講習を受けて、気づいたことはありましたか。

本調査結果の要点⑮

３．情報モラル教育

② 情報モラル教育における教育内容と、気づきの内容との関係

教育内容問わず全体的には、「知らないことを知った」という知識獲得面の割合が最も高く、

次いで「自分の意識が変わった」という意識変容面と続き、最も少ないのが「使い方が変わっ

た」とする行動変容面でした。特に高校生にその傾向が強くなっています。
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本調査結果の要点⑯

1%

1%

1%

2%

6%

2%

2%

3%

8%

8%

9%

11%

60%

71%

75%

76%

76%

76%

28%

23%

5%

7%

2%

2%

2%

1%

2%

3%

3%

4%

8%

2%

8%

4%

5%

4%

ない（N=929）

ある（N=591）

ない（N=1172）

ある（N=597）

692（N=39）

1075（N=26）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

信頼しているので送る 個人が特定されない写真を送る 断る

保護者や先生など大人に相談する その他 分からない

３．情報モラル教育

③ 教育内容ごとの効果検証

「ネット上での出会い」

「ネット上での出会い」をテーマにした教育の受講経験があると、知らない人から写真を送れ

と言われたときに「断る」を選択する割合が特に小学生で高くなる傾向となり、フィルタリン

グの設定率が特に中学生、高校生で高くなる傾向となりました。

41%

43%

40%

51%

28%

41%

12%

12%

16%

16%

38%

25%

47%

45%

44%

34%

34%

35%

ない（N=412）

ある（N=274）

ない（N=1023）

ある（N=524）

ない（N=204）

ある（N=335）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

設定されている 設定されていない わからない
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本調査結果の要点⑰

6%

5%

17%

17%

53%

52%

94%

95%

83%

83%

47%

48%

ない（N=355）

ある（N=159）

ない（N=640）

ある（N=343）

ない（N=125）

ある（N=340）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

はい いいえ

1%

1%

1%

2%

6%

3%

2%

2%

7%

9%

9%

11%

60%

71%

76%

74%

75%

76%

28%

23%

5%

8%

1%

2%

2%

1%

2%

2%

4%

4%

8%

2%

9%

4%

5%

4%

ない（N=952）

ある（N=568）

ない（N=1158）

ある（N=611）

ない（N=477）

ある（N=1290）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

信頼しているので送る 個人が特定されない写真を送る 断る

保護者や先生など大人に相談する その他 分からない

1%

1%

2%

2%

6%

3%

2%

3%

8%

8%

11%

10%

59%

71%

76%

75%

74%

76%

29%

22%

5%

8%

1%

2%

2%

1%

2%

3%

4%

4%

8%

2%

8%

4%

4%

4%

ない（N=924）

ある（N=596）

ない（N=1175）

ある（N=594）

ない（N=384）

ある（N=1383）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

信頼しているので送る 個人が特定されない写真を送る 断る

保護者や先生など大人に相談する その他 分からない

1%

0%

3%

2%

5%

5%

1%

1%

4%

4%

7%

5%

2%

6%

15%

11%

13%

12%

89%

89%

70%

79%

67%

73%

6%

4%

7%

5%

8%

5%

ない（N=648）

ある（N=459）

ない（N=1096）

ある（N=555）

ない（N=388）

ある（N=1387）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度） まったくない わからない

「ネット上での個人情報」

「ネット上の個人情報」をテーマにした教育の受講経験があると、知らない人から写真を送れと

言われたときに「断る」を選択する割合が特に小学生で高くなる傾向となりました。SNS上で自

分の顔写真を掲載することに関しては、教育を受けてない児童・生徒との差はありませんでした。

「ネット上でのコミュニケーション」

「ネット上でのコミュニケーション」をテーマにした教育の受講経験があると、暴力的発言等の

加害行為に関して、特に中学生で経験率が低くなる傾向となり、知らない人から写真を送れと言

われたときに「断る」を選択する割合が特に小学生で高くなる傾向となりました。
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本調査結果の要点⑱

３．情報モラル教育

本調査では、「出会い」「コミュニケーション」といった具体的な教育テーマと暴力的表現等や写

真の要求に対する行動といった関連データとの関係性を見ることができました。

今回の調査結果だけでは、教育実践の効果があったとまでは断定できないものの、教育受講の有無

で差が生じる等、一定の傾向を把握することができました。

特に、ネット上での出会いリスクに関連する、写真の要求に対する行動やフィルタリングの設定に

関しては、校種の影響はあるものの、教育の有無により十分な差が認められ、今後の県内の情報モ

ラル教育施策の基礎情報となりえるでしょう。

考察

※もっと詳しく知りたい方へ
「情報モラル教育」に関するデータの詳細は、本報告書P68～89にまとめておりますので、そちらも合わせてご参照ください。
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本調査結果の要点⑲

55%

42%

36%

33%

24%
22%

14%
13%

9%

6%

17%
16%

25%

32% 31%

38%

43%

33%

0%

2% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%0% 0%

1%
0% 0% 0% 0% 1% 0%

10%

6%

1%

4%
5% 4% 3% 2% 2%

26%

21%

31%

24%

30%
31%

34%
32%

45%

3%

13% 13% 14%

9%
11%

10% 10% 11%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

小4(N=31) 小5(N=53) 小6(N=86) 中1(N=199) 中2(N=250) 中3(N=253) 高1(N=677) 高2(N=669) 高3(N=556)

保護者（家の人） 友人 先生 カウンセラー*1 警察 その他 誰にも相談しなかった わからない

４．その他

トラブルがあった時の最初の相談先は、小学生の頃は保護者（小４で55％、小６で36％）が多

いものの、「誰にも相談しなかった」の割合は（中1で24％、高1で34%）となり、学年が上が

ると高くなる傾向があります。

各学年３割前後がトラブルにあっても「相談しなかった」と回答していることに関しては、被害拡

大を防ぐためにも、その要因を探る必要があります。例えば、「相談することの大切さ」は理解し

ていたとしても、誰に相談すればよいか判断できない場合や、事案の内容によっては相談しにくい

ことが一因として考えられます。

考察

55%

36%

24%

34%
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本調査結果の要点⑳

５．今後の検討課題

行動変容を促進する教材や指導手法の研究

これまでの情報モラル教育は、トラブル事例等を見せてリスク意識を喚起することに主眼が置か

れていましたが、それだけだと、適切な行動の仕方を具体的に理解するまでには至らないことが

予想されます。

そこで、児童生徒の規範意識や自律的な判断をもって、具体的かつ適切な行動に至るための情報

の提供や教育手法について考えていく必要があります。特に、GIGAスクール構想等ICT活用を前

提とした時代に入り、活用のみならずトラブルになったときの対応力を身につける必要性が増し

ています。
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結果詳細

27
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データの確認方法

有意差
あり*

有意差
あり**

有意差
あり***

P値 5％以上

P値 5%～1% 

P値 1%～0.01% 

P値 0.01% 以下

本報告書では、クロス集計での数値を用いて、統計的な分析
（カイ二乗検定や相関分析※という分析手法）を行いました。

本調査は、児童・生徒を対象にし、２つの集団の値を比較して
います。
一般に大人数を対象とした調査では、母集団全体を直接調査す

ることは困難であるため、一部を抽出して調査をします。
一般にこのような調査では、二つの母集団の間に差がなくても、

サンプリングエラー（抽出に伴う偶然の誤差）によって差が生じ
ることがあります。
そのため、二つのサンプルの間の差が、誤差とみなせる水準を

超えるほどの大きな差（有意差）かどうかを確認するために、統
計分析を行いました。

分析の結果については、視覚的にわかるように、グラフに右に
あるような色分けしたマークを付けています。

（補足：文中での表記について）
本報告書では、統計分析カイ二乗検定の結果、P値が5% 以上（有意差なし）の場合は文中

では「差がない」と表記しています。
P値が5％未満（有意差あり）の場合はP値が5％～1％は「やや差がある（やや高い・やや

低い）」、1％～0.01％は「差がある（高い・低い）」、0.01％以下は「かなり差がある（か
なり高い・かなり低い）」と表記しています。
相関分析は、相関係数の絶対値が0～0.2の場合相関なし、0.2～0.4は弱い相関、0.4～0.8は

相関、0.8以上は強い相関と表記します。

有意差
なし

弱い
相関*

相関
あり**

強い
相関***

相関係数0～0.2

相関係数 0.2～0.4

相関係数 0.4～0.8

相関係数 0.8

相関
なし

カイ二乗検定結果の色分け

相関分析結果の色分け

※ カイ二乗検定、相関分析の具体的な内容に関しては、統計学関連の書籍やWeb情報等をご
参照ください。
例：蓑谷千凰彦 , 『統計学の話（第 4版）』 , 東京図書 ,2002年

回答
グループ間
の比較

差がない

かなり
差がある

（かなり高い）
（かなり低い）

回答
グループ間
の比較

関係がない

強い関係

（参考：P値※）

（参考：相関係数）

*値は絶対値で表記

※ P値とは、発生確率を知るための指標で、
本調査では回答グループ間の差がどの程度
あるかどうかを知るためのものとなります
（ｐとはprobabilityの略です）。

※ 有意差とは、偶然の結果（誤差）ではない
意味のある差であることを示すものです。
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１ 携帯電話の保有状況と利用実態
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52%

34%

32%

14%

9%

10%

1%

0%

1%

28%

30%

18%

3%

1%

3%

0%

0%

0%

8%

19%

34%

45%

82%

88%

85%

99%

99%

98%

91%

1%

3%

4%

0%

2%

2%

0%

0%

0%

1%

小4(N=398)

小5(N=542)

小6(N=556)

中1(N=569)

中2(N=560)

中3(N=544)

高1(N=1106)

高2(N=1043)

高3(N=895)

全体(N=5432)

持っていない キッズケータイ スマートフォン フィーチャー・フォン

小4では携帯電話の所持率は48％ですが、中1では86％、高1では99％となっています。携帯電話の種類は、スマートフォン
だと、小4では19％で、中1・高1ではそれぞれ82％・ 99％です。

問：あなたは現在、自分専用の携帯電話を持っていますか。

問：あなたが持っている携帯電話の種類はどのようなものですか

１－１ 携帯電話の保有率およびその種類<学年別>

48%

86%

99%

19%

82%

99%
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0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

小4(N=582) 小5(N=582) 小6(N=602)

中1(N=626) 中2(N=630) 中3(N=601)

高1(N=1140) 高2(N=1069) 高3(N=911)

9%

4%

4%

3%

2%

2%

1%

1%

1%

15%

13%

8%

4%

4%

4%

4%

3%

3%

19%

13%

8%

2%

2%

3%

2%

3%

2%

35%

24%

12%

5%

6%

5%

4%

5%

5%

22%

27%

21%

9%

8%

8%

7%

8%

8%

18%

29%

16%

10%

11%

9%

9%

11%

17%

32%

32%

26%

18%

16%

12%

29%

31%

30%

28%

26%

24%

5%

7%

10%

10%

9%

3%

8%

8%

9%

10%

12%

15%

0%

0%0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=216)

小5(N=356)

小6(N=382)

中1(N=479)

中2(N=531)

中3(N=512)

高1(N=1075)

高2(N=1024)

高3(N=865)

小学校入学前 小学校1年生 小学校2年生 小学校3年生 小学校4年生

小学校5年生 小学校6年生 中学1年生 中学2年生 中学3年生

高校1年生 高校2年生 高校3年生

携帯を持ち始めた時期を今の小6、中３、高3と比較すると、小６の時点での所有率は今の小6が64％、今の中3が小6の時点
での所持率は51%、今の高3が小6の時点での所持率は40％と、持ち始めた時期は年々早くなっています。

問：携帯電話を初めて持ったのは、いつですか。 左図の値を累計

１－２ 携帯電話を持ち始めた時期＜学年別および累計＞

64%

51%

40%
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1%

3%

3%

2%

2%

2%

0%

0%

1%

52%

45%

38%

12%

8%

8%

1%

2%

5%

18%

18%

18%

18%

14%

12%

6%

7%

9%

11%

13%

11%

19%

19%

15%

14%

12%

13%

6%

6%

9%

14%

18%

18%

20%

20%

18%

3%

4%

6%

8%

12%

13%

14%

14%

15%

3%

3%

4%

8%

9%

12%

12%

16%

11%

1%

2%

4%

6%

6%

6%

9%

9%

7%

0%

2%

2%

6%

3%

5%

8%

6%

5%

1%

1%

1%

1%

2%

3%

5%

3%

4%

1%

1%

1%

2%

3%

3%

3%

4%

4%

1%

0%

1%

2%

1%

1%

1%

2%

3%

2%

0%

1%

1%

1%

2%

2%

3%

0%

0%

1%

0%

1%

1%

1%

0%

0%

1%

0%

1%

1%

1%

0%

1%

0%

1%

1%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

2%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小4(N=227)

小5(N=413)

小6(N=432)

中1(N=543)

中2(N=573)

中3(N=541)

高1(N=1126)

高2(N=1053)

高3(N=865)

0時間 1時間以下 2時間以下 3時間以下 4時間以下 5時間以下 6時間以下 7時間以下 8時間以下

9時間以下 10時間以下 11時間以下 12時間以下 13時間以下 14時間以下 15時間以下 15時間超

携帯電話の利用時間は小４では1時間以下(0時間含む)が54%と過半数ですが、中１では14％、高1では2%と少なくなってい
ます。一方、3時間超は、小4では18％ですが、中1では49％、高1では79％となっています。

１－３ 携帯電話の利用時間<学年別>

問. あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか」の値を、（平日×5+休日×２）/7 で計算した値

54%

14%

2%

18%

49%

79%
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２ ネットリテラシーの程度とネットトラブル対策
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61%

69%

64%

75%

77%

74%

62%

59%

60%

26%

22%

26%

18%

20%

19%

32%

33%

33%

6%

5%

4%

2%

3%

3%

3%

4%

3%

3%

3%

3%

3%

0%

1%

1%

2%

2%

5%

2%

3%

2%

1%

4%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=411)

小5(N=556)

小6(N=585)

中1(N=599)

中2(N=602)

中3(N=589)

高1(N=1132)

高2(N=1069)

高3(N=906)

とても悪い 少し悪い あまり悪くない 全く悪くない わからない

携帯電話利用のマナー意識に関して、「電車やバスの中で通話すること」は、中学生で「とても悪い」（中２で77％）が高
くなる傾向があります。「携帯電話を使いながら歩いたり、自転車を運転をすること」を「とても悪い」と答える割合は、
小6で84％ですが、中１で76％、高1で57％と低くなる傾向があります。

90%

86%

84%

76%

68%

67%

57%

55%

58%

6%

8%

10%

17%

25%

24%

35%

37%

35%

0%

2%

2%

2%

5%

3%

5%

5%

3%

1%

2%

3%

3%

1%

2%

1%

1%

2%

3%

2%

2%

2%

1%

4%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=410)

小5(N=556)

小6(N=586)

中1(N=600)

中2(N=602)

中3(N=589)

高1(N=1127)

高2(N=1066)

高3(N=904)

とても悪い 少し悪い あまり悪くない 全く悪くない わからない

問.あなたは、携帯電話の利用のマナーについて、次のような行動をどう思いますか。
*3 電車やバスの中で通話すること

問.あなたは、携帯電話の利用のマナーについて、次のような行動をどう思いますか。
*4 携帯電話を使いながら歩いたり、自転車の運転をすること

２－１ 携帯電話の利用マナーの意識＜学年別＞

77%

84%

76%

57%
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83%

81%

86%

73%

76%

76%

79%

80%

83%

11%

13%

9%

19%

17%

16%

13%

12%

10%

7%

7%

5%

8%

8%

9%

8%

8%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N＝432)

小5(N＝582)

小6(N＝600)

中1(N＝620)

中2(N＝622)

中3(N＝598)

高1(N＝1136)

高2(N＝1072)

高3(N＝909)

知っている 知らない わからない

法的理解度は、悪口などが犯罪にあたる可能性があることを「知っている」という回答が校種別では小学生が他より高い傾
向にあり（小6で86％と最も高い）、中１で73％と最も低くなっています。他人の写真を勝手に掲載することが権利侵害に
なる可能性を「知っている」という回答は、小学生が他の校種より低い傾向にあり（小４で66％と最も低い）、以降中学
生・高校生では85％を超えています。

66%

79%

88%

85%

86%

91%

90%

90%

90%

15%

11%

6%

9%

8%

3%

4%

4%

3%

19%

10%

6%

6%

6%

6%

6%

6%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N＝429)

小5(N＝580)

小6(N＝599)

中1(N＝619)

中2(N＝620)

中3(N＝594)

高1(N＝1139)

高2(N＝1071)

高3(N＝906)

知っている 知らない わからない

問.ネットに、他人の悪口などを書き込んだり、いやがらせのメッセージを送ったりする
ことは、その内容によっては犯罪にあたることを知っていますか。

問：他人の写真を勝手に撮ることやその画像をネットに掲載することは、他人の権利を
侵害する可能性があることを知っていますか。

２－２ 法的理解度＜学年別＞

73%

86%

66%

85%
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16%

15%

16%

17%

19%

13%

18%

19%

13%

62%

61%

64%

60%

50%

43%

28%

22%

16%

4%

4%

4%

5%

6%

7%

13%

14%

16%

17%

21%

16%

18%

25%

36%

41%

45%

55%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4（N＝261）

小5（N＝433）

小6（N＝444）

中1（N＝554）

中2（N＝580）

中3（N＝562）

高1（N＝1137）

高2（N＝1069）

高3（N＝909）

家庭内で話し合って決めた 保護者が決めた

自分で考えて決めた ルールがない

家庭内ルールの決め方は、「保護者が決めた」が多く、小４で63％、小5で61％、小６で64％と小学生では6割近くになって
いますが学年があがるにつれて減り、高1では28％となっています。一方、「ルールがない」という回答は、小４で17％、
小5で21％、小６で16％と2割程度ですが、中３では37％、高3では55％と、学年があがるにつれて割合が高くなっています。
ルールを守っている割合も、小6では50％ですが、高1では16％と、学年が上がるにつれて割合が低くなっています。

49%

43%

50%

37%

28%

27%

16%

16%

16%

25%

29%

27%

34%

31%

24%

28%

25%

18%

8%

4%

4%

7%

9%

10%

9%

7%

7%

2%

3%

3%

5%

6%

4%

6%

5%

2%

2%

0%

2%

1%

2%

2%

3%

4%

2%

14%

21%

13%

16%

24%

33%

39%

43%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4（N＝262）

小5（N＝434）

小6（N＝443）

中1（N＝557）

中2（N＝585）

中3（N＝562）

高1（N＝1137）

高2（N＝1070）

高3（N＝907）

守っている だいたい守っている どちらとも言えない

あまり守っていない 守っていない ルールがない

問.携帯電話やパソコンを利用するときの家庭でのルールは、どのように決めましたか。
問.あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを利用するときのルールを守ってい
ますか。

２－３ 家庭内ルールの決め方や順守割合＜学年別＞

63%

61%

64%

28%

17%

21%

16%

37%

55%

50%

16%
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60%

53%

26%

30%

37%

48%

4%

6%

22%

5%

4%

0%

1%

1%

4%

家庭内で話し合って決めた（N＝121）

保護者が決めた（N＝465）

自分で考えて決めた（N＝27）

守っている だいたい守っている
どちらとも言えない あまり守っていない
守っていない

家庭内ルールの順守割合を、家庭内ルールの決め方で比較
すると、家庭内で話し合って決めた方がルール順守する割
合が、小中高ともに高い傾向にあり、特に小学生、高校生
では有意な差となっています。

31%

20%

32%

45%

47%

39%

13%

14%

22%

7%

12%

5%

5%

7%

2%

家庭内で話し合って決めた（N＝305）

保護者が決めた（N＝383）

自分で考えて決めた（N＝205）

守っている だいたい守っている
どちらとも言えない あまり守っていない
守っていない

41%

40%

33%

45%

39%

37%

8%

11%

16%

3%

8%

8%

3%

2%

5%

家庭内で話し合って決めた（N＝239）

保護者が決めた（N＝703）

自分で考えて決めた（N＝73）

守っている だいたい守っている
どちらとも言えない あまり守っていない
守っていない

２－４ 家庭内ルールの順守割合とルールの決め方＜校種別＞

（ルールの決め方）問：携帯電話やパソコンを利用するときの家庭でのルールは、ど
のように決めましたか。

（家庭内ルールの順守割合）問：あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを
利用するときのルールを守っていますか。

高校生
ルール順守

決
め
方

中学生

ルール順守

決
め
方

小学生
ルール順守

決
め
方

有意差
あり**

有意差
あり***

有意差
なし
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29%

25%

17%

13%

13%

23%

21%

22%

25%

18%

16%

15%

18%

14%

13%

12%

15%

16%

13%

18%

21%

23%

26%

36%

39%

守っている（N=270）

だいたい守っている（N=423）

どちらとも言えない（N=147）

あまり守っていない（N=80）

守っていない（N=56）

3時間以下 4時間以下 5時間以下

6時間以下 6時間以上

55%

44%

37%

32%

21%

16%

18%

25%

21%

17%

8%

14%

14%

22%

10%

7%

9%

6%

10%

17%

14%

16%

19%

15%

34%

守っている（N=422）

だいたい守っている（N=422）

どちらとも言えない（N=117）

あまり守っていない（N=72）

守っていない（N=29）

3時間以下 4時間以下 5時間以下

6時間以下 6時間以上

高校生

中学生

小学生

82%

70%

84%

58%

43%

6%

11%

5%

8%

0%

4%

6%

2%

21%

14%

2%

6%

2%

4%

0%

7%

8%

7%

8%

43%

守っている（N=337）

だいたい守っている（N=229）

どちらとも言えない（N=43）

あまり守っていない（N=24）

守っていない（N=7）

3時間以下 4時間以下 5時間以下

6時間以下 6時間以上

スマートフォンなどの携帯電話の利用時間を、家庭内ルー
ルの順守割合で比較すると、ルールを順守していないほど、
小中高ともに利用時間が長くなる傾向にあります。

２－５ 家庭内ルールの順守割合と携帯電話の利用時間＜校種別＞

（利用時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。

（家庭内ルールの順守割合）問：あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを
利用するときのルールを守っていますか。

有意差
あり*

有意差
あり**

有意差
あり**

利用時間

ル
ー
ル
順
守

利用時間

ル
ー
ル
順
守

利用時間

ル
ー
ル
順
守
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43%

45%

45%

52%

44%

36%

35%

34%

28%

12%

11%

11%

11%

16%

22%

27%

30%

34%

45%

44%

44%

38%

39%

42%

38%

36%

37%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=77)

小5(N=192)

小6(N=261)

中1(N=455)

中2(N=486)

中3(N=445)

高1(N=990)

高2(N=944)

高3(N=766)

設定されている 設定されていない わからない

フィルタリングの設置割合は、中学生以上になると学年が上がるにつれて（中１で52％、中３で36％、高1で35％、高3で
29％）低くなる傾向があります。安全意識は学年を通じて大きな変化はありません。

問：あなたの携帯電話には、フィルタリング(有害なサイトが見られないようにする機
能）が設定されていますか。

問：あなたはネットを安全に利用できていると思いますか。

２－６ フィルタリングの利用率と安全意識＜学年別＞

69%

62%

62%

67%

63%

63%

62%

59%

60%

11%

24%

27%

24%

27%

27%

28%

30%

28%

8%

5%

7%

7%

7%

5%

6%

8%

9%

1%

1%

2%

2%

2%

2%

2%

2%

2%

1%

0%

1%

1%

1%

1%

9%

8%

3%

1%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=97)

小5(N=213)

小6(N=280)

中1(N=455)

中2(N=491)

中3(N=451)

高1(N=991)

高2(N=941)

高3(N=766)

安全に利用できている やや安全に利用できている どちらともいえない

あまり安全に利用できていない 安全に利用できていない ネットは利用しない

52%

36%

35%

29%
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55%

42%

36%

33%

24%

22%

14%
13%

9%

6%

17%
16%

25%

32% 31%

38%

43%

33%

0%

2%
1%

1% 0% 0% 0% 0% 0%
0% 0%

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%0%
0%

1%
0% 0% 0% 0% 1%

0%

10%

6%

1%

4%

5%
4%

3%
2% 2%

26%

21%

31%

24%

30%
31%

34%

32%

45%

3%

13% 13% 14%

9%

11%
10% 10%

11%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

小4(N=31) 小5(N=53) 小6(N=86) 中1(N=199) 中2(N=250) 中3(N=253) 高1(N=677) 高2(N=669) 高3(N=556)

保護者（家の人） 友人 先生 カウンセラー*1 警察 その他 誰にも相談しなかった わからない

トラブルがあった時の最初の相談先は、小学生の頃は保護者（小４で55％、小６で36％）が多いものの、「誰にも相談しな
かった」の割合は学年が上がるごとに（中1で24％、高1で34%）高くなる傾向があります。

問：あなたは、ネットで、困ったことがあったとき、最初に誰に相談しましたか。

２－７ トラブル時の相談先＜学年別＞

55%

36%

24%

34%

*１  先生以外の相談員（スクールカウンセラーなど）
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３ ネット上での暴力的表現等に関する分析
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1%

1%

1%

2%

1%

2%

4%

3%

2%

1%

1%

2%

4%

4%

5%

5%

3%

5%

1%

2%

5%

8%

8%

7%

10%

11%

9%

0% 5% 10% 15% 20%

小4(N=278)

小5(N=385)

小6(N=424)

中1(N=547)

中2(N=579)

中3(N=547)

高1(N=1130)

高2(N=1062)

高3(N=897)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

1%

0%

1%

2%

2%

4%

6%

5%

6%

1%

1%

2%

5%

4%

4%

5%

6%

4%

3%

3%

6%

13%

15%

12%

12%

15%

9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

小4(N=279)

小5(N=376)

小6(N=425)

中1(N=530)

中2(N=567)

中3(N=541)

高1(N=1130)

高2(N=1057)

高3(N=895)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

暴力的表現等の加害経験と被害経験は、中学校1年生で大幅に上昇し、高校1年生でさらに高くなる傾向があります。加害経
験は「よくある」「わりとある」「あまりない」の合計で、小６で9％、中1で20％、高1で23％となっています。被害経験
も同様で、小６で8％、中1で14％、高1で19％となっています。

（加害経験）問：この1年間で、あなたは、暴力的表現（「殴るぞ」など）や、悪口や
いやなこと（画像を含む）などを、ネット(SNS、メッセージサービス等)に書き込んだ
りしたことはありますか

（被害経験）問：この1年間にネット上で、暴力的表現(「殴るぞ」などや、悪口やいや
なことを含む）を書き込まれたりしたことがありますか。

３－１ 暴力的表現等の加害経験と被害経験＜学年別＞

9%

20%

23%

8%

14%

19%
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0%

9%

3%

1%

25%

36%

11%

0%

よくある（5回以上）(N=4)

わりとある（2～4回程度）(N=11)

あまりない（1回程度）(N=36)

まったくない(N=670)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

暴力的表現等の被害経験と加害経験を比較すると、小学
生・中学生・高校生ともに、被害経験の頻度が高いと加害
経験の頻度もかなり高い傾向にあります。

34%

5%

1%

2%

15%

30%

7%

3%

よくある（5回以上）(N=108)

わりとある（2～4回程度）(N=118)

あまりない（1回程度）(N=260)

まったくない(N=1124)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

35%

4%

3%

0%

21%

27%

8%

2%

よくある（5回以上）(N=34)

わりとある（2～4回程度）(N=52)

あまりない（1回程度）(N=191)

まったくない(N=1028)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

３－２ 暴力的表現等の被害経験と加害経験＜校種別＞

（被害経験）問：この1年間にネット上で、暴力的表現(「殴るぞ」などや、悪口やい
やなことを含む）を書き込まれたりしたことがありますか。

（加害経験）問：この1年間で、あなたは、暴力的表現（「殴るぞ」など）や、悪口
やいやなこと（画像を含む）などを、ネット(SNS、メッセージサービス等)に書き込
んだりしたことはありますか。

高校生

加害経験

被
害
経
験

中学生

加害経験

小学生

加害経験

被
害
経
験

被
害
経
験

有意差
あり***

有意差
あり***

有意差
あり***
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1.4%

1.0%

1.4%

1.7%

男性(N=346)

女性(N=407)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

暴力的表現等の被害経験の頻度を性別で比較すると、小学
生は男子がやや高く、高校生では男子がかなり高い結果と
なっています。

5.5%

1.9%

7.7%

3.8%

男性(N=901)

女性(N=840)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

2.0%

1.5%

4.1%

5.1%

男性(N=712)

女性(N=681)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

３－３ 暴力的表現等の被害経験と性別＜校種別＞

（被害経験）問：この1年間にネット上で、暴力的表現(「殴るぞ」などや、悪口やい
やなことを含む）を書き込まれたりしたことがありますか。

（性別）性別

被害経験

性
別

被害経験

被害経験

性
別

性
別

高校生

中学生

小学生
有意差
あり***

有意差
あり*

有意差

なし
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0.6%

0.5%

2.0%

1.0%

男性(N=346)

女性(N=407)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

暴力的表現等の加害経験の頻度は、中学生では男子がやや
高く、高校生では男子がかなり高い結果となっています。

9.3%

2.9%

9.4%

3.9%

男性(N=901)

女性(N=840)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

3.1%

1.8%

3.5%

4.0%

男性(N=712)

女性(N=681)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

３－４ 暴力的表現等の加害経験と性別＜校種別＞

（加害経験）問：この1年間で、あなたは、暴力的表現（「殴るぞ」など）や、悪口
やいやなこと（画像を含む）などを、ネット(SNS、メッセージサービス等)に書き込
んだりしたことはありますか。

（性別）性別

加害経験

性
別

加害経験

加害経験

性
別

性
別

高校生

中学生

小学生
有意差
あり***

有意差
あり*

有意差
なし
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0%

1%

0%

0%

5%

2%

1%

2%

1(N=470)

1.5(N=184)

2(N=43)

2.5(N=12)

3以上(N=44)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

携帯電話利用のマナー意識（解答番号を得点化して平均値
を利用*1）の度合いと暴力的表現等の加害経験の頻度を比
較すると、マナー意識が低い（得点が高い）と、加害経験
の頻度は、小学生でやや高く、中学生と高校生でかなり高
くなります。

5%

6%

7%

6%

11%

4%

6%

9%

14%

14%

1(N=657)

1.5(N=619)

2(N=313)

2.5(N=79)

3以上(N=73)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

2%

2%

3%

10%

7%

3%

4%

3%

5%

3%

1(N=812)

1.5(N=358)

2(N=120)

2.5(N=42)

3以上(N=61)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

３－５ 携帯電話利用のマナー意識と暴力的表現等の加害経験＜校種別＞

（加害経験）問：この1年間で、あなたは、暴力的表現（「殴るぞ」など）や、悪口
やいやなこと（画像を含む）などを、ネット(SNS、メッセージサービス等)に書き込
んだり、したことはありますか。

（マナー意識）問：あなたは、携帯電話の利用のマナーについて、次のような行動を
どう思いますか。

*1 マナー意識の得点は、問の各設問をの回答に関して、１.とても悪い、２.少し悪い、３.あまり悪くない４.全く悪くない５.わからないを、それぞれの選択肢の番号を数値とし
て利用し平均値をマナー意識として利用した。得点が高いほど、マナー違反に対して「悪くない・わからない」という割合が高くなる

加害経験

マ
ナ
ー
意
識

加害経験

加害経験

マ
ナ
ー
意
識

マ
ナ
ー
意
識

高校生

中学生

小学生
有意差
あり***

有意差
あり*

有意差
あり***



47

1%

1%

3%

4%

4%

1%

2%

3%

4%

13%

2%

3%

4%

2%

3%

4%

9%

12%

1時間以内(N=472)

2時間以内(N=85)

3時間以内(N=61)

4時間以内(N=36)

5時間以内(N=26)

6時間以内(N=23)

6時間超(N=50)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

スマートフォン等の携帯電話の利用時間と暴力的表現等の
被害経験の頻度を比較すると、携帯電話の利用時間が長く
なるほど、被害経験の頻度が小学生と中学生でかなり高く、
高校生でも高くなる傾向があります

3%

4%

2%

2%

5%

3%

7%

2%

5%

4%

8%

4%

9%

8%

17%

11%

12%

14%

14%

17%

17%

1時間以内(N=145)

2時間以内(N=221)

3時間以内(N=348)

4時間以内(N=275)

5時間以内(N=234)

6時間以内(N=162)

6時間超(N=356)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

1%

0%

3%

4%

2%

4%

3%

4%

4%

3%

3%

7%

11%

5%

9%

7%

11%

13%

6%

10%

1時間以内(N=361)

2時間以内(N=238)

3時間以内(N=248)

4時間以内(N=151)

5時間以内(N=136)

6時間以内(N=85)

6時間超(N=174)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

３－６ 携帯電話の利用時間と暴力的表現等の被害経験＜校種別＞

（被害経験）問：この1年間にネット上で、暴力的表現(「殴るぞ」などや、悪口やい
やなことを含む）を書き込まれたりしたことがありますか。

（利用時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。

被害経験

利
用
時
間

被害経験

被害経験

利
用
時
間

利
用
時
間

高校生

中学生

小学生

有意差
あり***

有意差
あり***

有意差
あり**
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3%

3%

2%

4%

14%

4%

8%

6%

9%

9%

14%

16%

13%

15%

14%

守っている（N＝270）

だいたい守っている（N＝423）

どちらとも言えない（N＝147）

あまり守っていない（N＝80）

守っていない（N＝56）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

1%

1%

4%

0%

3%

5%

3%

4%

7%

10%

4%

12%

10%

8%

7%

守っている（N＝422）

だいたい守っている（N＝422）

どちらとも言えない（N＝117）

あまり守っていない（N＝72）

守っていない（N＝29）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

暴力的表現等の被害経験の頻度を家庭内ルールの順守割合
で比較すると、ルールの順守割合が低いほど、中学生では
被害経験の割合が高く、高校生ではやや高くなります。

３－７ 家庭内ルールの順守割合と暴力的表現等の被害経験＜校種別＞

（被害経験）問：この1年間にネット上で、暴力的表現(「殴るぞ」などや、悪口やい
やなことを含む）を書き込まれたりしたことがありますか。

（家庭内ルールの順守割合）問：あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを
利用するときのルールを守っていますか。

高校生

中学生

小学生

有意差
あり**

有意差
あり*

有意差
なし

被害経験

ル
ー
ル
順
守

被害経験

被害経験

ル
ー
ル
順
守

ル
ー
ル
順
守

1%

2%

0%

4%

0%

1%

3%

2%

4%

0%

3%

5%

5%

0%

14%

守っている（N＝337）

だいたい守っている（N＝229）

どちらとも言えない（N＝43）

あまり守っていない（N＝24）

守っていない（N＝7）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）
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1%

5%

1%

1%

5%

8%

14%

3%

7%

7%

8%

29%

守っている（N＝337）

だいたい守っている（N＝229）

どちらとも言えない（N＝43）

あまり守っていない（N＝24）

守っていない（N＝7）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

暴力的表現等の加害経験の頻度を、家庭内ルールの順守割
合で比較すると、ルールの順守割合が低いほど、小学生で
は加害経験の割合がかなり高く、中学生と高校生では高く
なります。

4%

3%

8%

13%

16%

5%

8%

3%

9%

7%

11%

18%

19%

9%

14%

守っている（N＝270）

だいたい守っている（N＝423）

どちらとも言えない（N＝147）

あまり守っていない（N＝80）

守っていない（N＝56）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

2%

1%

3%

17%

1%

3%

5%

10%

3%

9%

17%

18%

14%

7%

守っている（N＝422）

だいたい守っている（N＝422）

どちらとも言えない（N＝117）

あまり守っていない（N＝72）

守っていない（N＝29）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

３－８ 家庭内ルールの順守割合と暴力的表現等の加害経験＜校種別＞

（加害経験）問：この1年間で、あなたは、暴力的表現（「殴るぞ」など）や、悪口
やいやなこと（画像を含む）などを、ネット(SNS、メッセージサービス等)に書き込
んだりしたことはありますか。

（家庭内ルールの順守割合）問：あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを
利用するときのルールを守っていますか。

加害経験

ル
ー
ル
順
守

加害経験

加害経験

ル
ー
ル
順
守

ル
ー
ル
順
守

高校生

中学生

小学生
有意差
あり***

有意差
あり**

有意差
あり**
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４ ネット上での出会いに関する分析
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3%

3%

6%

8%

8%

13%

16%

16%

17%

2%

4%

4%

12%

15%

17%

24%

29%

29%

4%

6%

7%

13%

20%

20%

22%

21%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

小4(N=276)

小5(N=385)

小6(N=423)

中1(N=545)

中2(N=578)

中3(N=546)

高1(N=1131)

高2(N=1062)

高3(N=896)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

知らない人からのメッセージの受信は、学年があがるにつれ高くなる傾向となります。「よくある（5回以上）」、「わり
とある（2～4回程度）」、「あまりない（1回程度）」の合計は、知らない人からのメッセージの受信経験は小6で17％、中
１で33％、高1で62％です。

問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが届いたことがありますか。

４－１ 知らない人からのメッセージの受信経験＜学年別＞

17%

33%

62%
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39%

45%

47%

56%

60%

61%

74%

78%

80%

61%

55%

53%

44%

40%

39%

26%

22%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=67)

小5(N=163)

小6(N=201)

中1(N=372)

中2(N=403)

中3(N=370)

高1(N=871)

高2(N=803)

高3(N=693)

はい いいえ

13%

21%

19%

28%

31%

31%

46%

54%

51%

88%

79%

81%

72%

69%

69%

54%

46%

49%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=24)

小5(N=48)

小6(N=72)

中1(N=169)

中2(N=260)

中3(N=266)

高1(N=794)

高2(N=819)

高3(N=693)

はい いいえ

SNSやメッセージサービスでの本名の公開割合は、学年が上がるにつれて高くなる傾向です。特に高校進学時に、SNSでは
中3で31％から高1で47％、メッセージサービスでは中3で61％から高1で74％と大幅に高くなります。

全体的に、SNSよりもメッセージサービスの方が本名の公開割合は高くなっています。

SNSを利用のうち「本名を公開している」 メッセージサービス利用のうち「本名を公開している」

４－２ SNSやメッセージサービスでの本名の公開＜学年別＞

31%

47%

61%

74%



53

35%

25%

20%

43%

44%

41%

56%

60%

59%

65%

75%

80%

57%

56%

59%

44%

40%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=23)

小5(N=48)

小6(N=70)

中1(N=169)

中2(N=261)

中3(N=265)

高1(N=794)

高2(N=815)

高3(N=689)

はい いいえ

SNSやメッセージサービスでのニックネームの公開割合は、学年が上がるにつれて高くなる傾向です。特にSNSでは中学校
進学時（小6で20％から中1で43％）と、高校進学時（中3で41％から高1で56％）に高くなります。

全体的に、SNSよりもメッセージサービスの方がニックネームの公開割合は高くなっています。

37%

39%

51%

60%

65%

64%

71%

72%

69%

63%

61%

49%

40%

35%

36%

29%

28%

31%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=67)

小5(N=160)

小6(N=203)

中1(N=370)

中2(N=402)

中3(N=368)

高1(N=867)

高2(N=801)

高3(N=685)

はい いいえ

SNS利用のうち「ニックネームを公開している」 メッセージサービス利用のうち「ニックネームを公開している」

４－３ SNSやメッセージサービスでのニックネームの公開＜学年別＞

20%

43%

41%

56%
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0%

2%

3%

25%

32%

24%

52%

51%

42%

100%

98%

97%

75%

68%

76%

48%

49%

58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=23)

小5(N=48)

小6(N=72)

中1(N=168)

中2(N=262)

中3(N=266)

高1(N=794)

高2(N=816)

高3(N=693)

はい いいえ

学校名・部活名の公開割合は、SNSでは中学校進学時（小6で3％から中1で25％）と高校進学時（中3で24％から高1で
52％）に大幅に高くなりますが、中学生、高校生ともに最高学年になると割合が低くなる（中３で24％、高３で42％）傾向
にあります。メッセージサービスでは中学校進学時（小6で1％から中1で11％）と高校進学時（中3で8％から高1で15％）に
高くなりますが、中学生、高校生ともに学年が上がるにつれて割合が低くなる（中1で11％から中3で8％、高1で15％から高
３で8％）傾向にあります。

全体的にメッセージサービスよりもSNSの方が公開割合はかなり高くなっています。

3%

1%

1%

11%

9%

8%

14%

13%

8%

97%

99%

99%

89%

91%

92%

86%

87%

92%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=67)

小5(N=162)

小6(N=202)

中1(N=373)

中2(N=403)

中3(N=371)

高1(N=865)

高2(N=796)

高3(N=689)

はい いいえ

SNS利用のうち「学校名・部活名を公開している」 メッセージサービス利用のうち「学校名・部活名を公開している」

４－４ SNSやメッセージサービスでの学校名・部活名の公開＜学年別＞

25%

24%

52%

42%

11%

8%

15%

8%
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10%

5%

5%

6%

9%

9%

9%

9%

7%

90%

95%

95%

94%

91%

91%

91%

91%

93%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=68)

小5(N=162)

小6(N=202)

中1(N=372)

中2(N=402)

中3(N=371)

高1(N=866)

高2(N=796)

高3(N=692)

はい いいえ

8%

4%

3%

1%

3%

2%

3%

3%

3%

92%

96%

97%

99%

97%

98%

97%

97%

97%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=24)

小5(N=48)

小6(N=72)

中1(N=169)

中2(N=261)

中3(N=266)

高1(N=794)

高2(N=817)

高3(N=692)

はい いいえ

メールアドレスやLINE IDの公開割合は、SNSでは小4で8％と最多ですが、その他の学年では5％以下の割合となっています。
一方でメッセージサービスでは、中1（6％）から中２（9％）と増加しています。

全体的にSNSよりもメッセージサービスの方がメールアドレスやLINE IDの公開割合は高くなっています。

SNS利用のうち「メールアドレスやLINEのIDを公開している」 メッセージサービス利用のうち「メールアドレスやLINEのIDを公開している」

４－５ SNSやメッセージサービスでのメアドやLINE IDの公開＜学年別＞

8%

6%

9%
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22%

17%

6%

18%

20%

19%

27%

31%

37%

78%

83%

94%

82%

80%

81%

73%

69%

63%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=23)

小5(N=48)

小6(N=72)

中1(N=170)

中2(N=261)

中3(N=264)

高1(N=793)

高2(N=816)

高3(N=694)

はい いいえ

顔写真の公開割合は、高校進学時に、SNS （中３で19％から高1で27％）、メッセージサービス（中３で18％から高1で
33％）ともに大きく増加しています。

全体的には、顔写真の公開割合において、両者に大きな差はない結果となりました。

15%

17%

8%

14%

17%

18%

33%

42%

47%

85%

83%

92%

86%

83%

82%

67%

58%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=68)

小5(N=163)

小6(N=203)

中1(N=372)

中2(N=404)

中3(N=371)

高1(N=867)

高2(N=801)

高3(N=695)

はい いいえ

SNS利用のうち「顔写真を公開している」 メッセージサービス利用のうち「顔写真を公開している」

４－６ SNSやメッセージサービスでの顔写真の公開＜学年別＞

19%

27%

18%

33%
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9%

8%

15%

6%

15%

8%

はい（N=33）

いいえ（N=297）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

知らない人からのメッセージの受信経験の頻度は、本名を
使っている人と使っていない人では、使っているほうが、
中学生では高くなり、高校生ではやや高くなる結果となり
ました。

22%

22%

42%

39%

29%

28%

はい（N=811）

いいえ（N=743）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

14%

14%

31%

18%

23%

23%

はい（N=235）

いいえ（N=592）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

４－７ SNS上での本名記載とメッセージ受信頻度＜校種別＞

（メッセージ受信頻度）問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが
届いたことがありますか。

（本名記載）問：あなたは、 SNSやメッセージサービスで、自分の個人情報を公開
していますか。（本名）

メッセージ受信頻度

本
名
記
載

メッセージ受信頻度

メッセージ受信頻度

本
名
記
載

本
名
記
載

高校生

中学生

小学生

有意差
あり**

有意差
あり*

有意差
なし
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17%

7%

24%

5%

7%

9%

はい（N=46）

いいえ（N=278）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

知らない人からのメッセージの受信経験の頻度は、ニック
ネームを使っている人ほど、小学生と中学生ではかなり高
くなり、高校生ではやや高くなります。

23%

22%

41%

39%

30%

27%

はい（N=920）

いいえ（N=628）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

15%

12%

29%

18%

24%

23%

はい（N=311）

いいえ（N=514）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

４－８ SNS上でのニックネーム利用とメッセージ受信頻度＜校種別＞

（メッセージ受信頻度）問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが
届いたことがありますか。

（ニックネーム利用）問：あなたは、SNSやメッセージサービスで、自分の個人情
報を公開していますか。（ニックネーム）

メッセージ受信頻度

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
利
用

メッセージ受信頻度

メッセージ受信頻度

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
利
用

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
利
用

高校生

中学生

小学生
有意差
あり***

有意差
あり*

有意差
あり***
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24%

21%

46%

38%

25%

31%

はい（N=521)

いいえ（N=1028)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

17%

13%

33%

20%

25%

23%

はい（N=138)

いいえ（N=690)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

14%

8%

23%

6%

5%

9%

はい（N=22)

いいえ（N=305)

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

高校生

知らない人からのメッセージの受信経験の頻度は、自分の
顔写真をプロフィールに使っている人ほど、小学生ではや
や高くなり、中学生では高くなり、高校生ではかなり高く
なります。

４－９ SNS上での顔写真利用とメッセージ受信頻度＜校種別＞

（メッセージ受信頻度）問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが
届いたことがありますか。

（顔写真利用）問：あなたは、SNSやメッセージサービスで、自分の個人情報を公
開していますか。（顔写真）

メッセージ受信頻度

顔
写
真
利
用

メッセージ受信頻度

顔
写
真
利
用

顔
写
真
利
用

中学生

小学生
有意差
あり***

有意差
あり*

有意差
あり**

メッセージ受信頻度
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知らない人からのメッセージの受信経験の頻度は、マナー
意識（回答番号を得点化して平均を利用。値が大きいほど
マナー意識が低い*１）の度合いで比較すると、マナー意
識が低いほど、小学生と中学生では高くなります。

9%

10%

11%

26%

13%

14%

19%

23%

17%

8%

19%

16%

23%

21%

13%

平均1（N=812）

平均1.5（N=358）

平均2（N=120）

平均2.5（N=42）

平均３以上（N=61）*2

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

４－１０ 携帯電話利用のマナー意識とメッセージ受信頻度＜校種別＞

（メッセージ受信頻度）問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが
届いたことがありますか。

（マナー意識）問：あなたは、携帯電話の利用のマナーについて、次のような行動を
どう思いますか。

＊１ マナー意識の得点は、問の各設問をの回答に関して、１.とても悪い、２.少し悪い、３.あまり悪くない４.全く悪くない５.わからないを、それぞれの選択肢の番号を数値として利用し、平均値をマナー意識として利用した。得点が高い

ほど、マナー違反に対して「悪くない・わからない」という割合が高くなる。
＊２ マナー意識の点が3以上の場合は、無回答やいい加減な回答が含まれているケースが多々あり、受信頻度が低くなっている可能性がある。

メッセージ受信頻度

マ
ナ
ー
意
識

メッセージ受信頻度

メッセージ受信頻度

マ
ナ
ー
意
識

マ
ナ
ー
意
識

高校生

中学生

小学生

有意差
あり**

有意差
なし

有意差
あり**

5%

5%

7%

25%

4%

3%

12%

8%

9%

6%

9%

9%

25%

7%

平均1（N=470）

平均1.5（N=184）

平均2（N=43）

平均2.5（N=12）

平均３以上（N=44）*2

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

21%

21%

20%

24%

23%

39%

39%

41%

34%

34%

29%

32%

29%

25%

15%

平均1（N=657）

平均1.5（N=619）

平均2（N=313）

平均2.5（N=79）

平均３以上（N=73）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）
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4%

6%

8%

19%

4%

5%

16%

8%

6%

16%

16%

14%

4時間以下（N=618）

6時間以下（N=62）

8時間以下（N=37）

8時間以上（N=36）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

知らない人からのメッセージの受信経験の頻度は、スマー
トフォンなどの携帯電話の利用時間が長いほど、小学生と
中学生ではかなり高くなり、高校生では高くなります。

17%

20%

24%

30%

41%

38%

41%

31%

31%

32%

24%

25%

4時間以下（N=714）

6時間以下（N=509）

8時間以下（N=280）

8時間以上（N=238）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

7%

13%

14%

24%

12%

19%

25%

23%

19%

21%

15%

14%

4時間以下（N=847）

6時間以下（N=287）

8時間以下（N=151）

8時間以上（N=108）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

４－１１ 携帯電話の利用時間とメッセージ受信頻度＜校種別＞

（メッセージ受信頻度）問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが
届いたことがありますか。

（スマホ時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。

メッセージ受信頻度

ス
マ
ホ
時
間

メッセージ受信頻度

メッセージ受信頻度

ス
マ
ホ
時
間

ス
マ
ホ
時
間

高校生

中学生

小学生

有意差
あり***

有意差
あり***

有意差
あり**
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4%

5%

5%

13%

14%

3%

6%

5%

0%

14%

6%

10%

9%

8%

0%

守っている（N＝337）

だいたい守っている（N＝229）

どちらとも言えない（N＝43）

あまり守っていない（N＝24）

守っていない（N＝7）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

知らない人からのメッセージ受信経験の頻度を、家庭内
ルールの順守割合で比較すると、ルールを順守していない
程度が高いほど、中学生では受信の頻度が高く、小学生と
高校生ではやや高くなります。

17%

17%

21%

20%

38%

38%

41%

37%

39%

30%

31%

35%

31%

26%

20%

守っている（N＝270）

だいたい守っている（N＝423）

どちらとも言えない（N＝147）

あまり守っていない（N＝80）

守っていない（N＝56）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

8%

9%

14%

11%

21%

12%

15%

19%

13%

21%

17%

20%

16%

29%

21%

守っている（N＝422）

だいたい守っている（N＝422）

どちらとも言えない（N＝117）

あまり守っていない（N＝72）

守っていない（N＝29）

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度） あまりない（1回程度）

４－１２ 家庭内ルールの順守割合とメッセージの受信経験＜校種別＞

（メッセージの受信経験）問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージ
が届いたことがありますか。

（家庭内ルールの順守割合）問：あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを
利用するときのルールを守っていますか。

メッセージ受信頻度

ル
ー
ル
順
守

メッセージ受信頻度

メッセージ受信頻度

ル
ー
ル
順
守

ル
ー
ル
順
守

高校生

中学生

小学生

有意差
あり**

有意差
あり*

有意差
あり*
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ネット上で親しくなった人から写真を要求されたときの対応は「保護者や先生などの大人に相談する」は小４で35％、小５
で24％、小６で21％と小学生で割合が多くなっています。「断る」は小４で52％、中1で77％、高1で75％と小学生から中
学生までは上昇するものの、それ以降は75％前後で推移しています。一方「信頼しているので送る」という回答も高1で3％、
高2で4％、高3で4％と、特に高校生では低いものの一定の割合でいます。

問.ネット上で親しくなった人から自分の写真を要求されたら、どうしますか？

４－１３ 写真を要求された場合の行動＜学年別＞

0%

2%

0%

1%

2%

2%

3%

4%

4%

1%

1%

4%

6%

9%

9%

10%

9%

11%

52%

68%

70%

77%

76%

73%

75%

75%

68%

35%

24%

21%

9%

5%

4%

2%

1%

1%

1%

1%

2%

2%

2%

2%

3%

4%

5%

10%

4%

3%

5%

7%

10%

7%

6%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小4(N=405)

小5(N=518)

小6(N=568)

中1(N=596)

中2(N=591)

中3(N=567)

高1(N=1125)

高2(N=1047)

高3(N=893)

信頼しているので送る 個人が特定されない写真を送る 断る 保護者や先生など大人に相談する その他 分からない

35%

24%

21%

52%

77%

75%3%

4%

4%
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85%

76%

73%

60%

56%

55%

51%

48%

54%

8%

13%

12%

16%

17%

16%

18%

17%

20%

2%

5%

6%

8%

7%

9%

12%

11%

12%

1%

2%

4%

5%

6%

6%

7%

7%

5%

2%

2%

4%

8%

9%

9%

8%

14%

7%

1%

2%

1%

2%

5%

6%

4%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=374)

小5(N=529)

小6(N=559)

中1(N=584)

中2(N=579)

中3(N=541)

高1(N=1130)

高2(N=1036)

高3(N=857)

0人 1～5人 6～10人 11人～20人 20人～100人 100人以上

ネット上で知り合った友達数は、学年が上がるにつれて増える傾向があり、小6では0人が73％ですが、中1で60％、高1で
51％です。出会う属性は性別ごとで見ると、同性間（男性は男性（64％）と、女性は女性（80％））で知り合う傾向にあり
ます。

64%

14%

22%

80%

14%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

男性 女性 わからない

問：あなたには、ネットがきっかけで知り合った友達は何人ぐらいいますか。
（縦軸）本人の性別

（横軸）問：ネットで知り合って、最も親しくなった友達はどのような人ですか。

４－１４ ネット上で知り合った友達数＜学年別＞と性別＜高校生＞

相手の性

自
分
の
性

73%

60%

51%

64%

80%
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34.0% 40.4% 3%7% 7% 6% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N＝1578）

同じ学校の高校生 同じ学校ではない高校生 中学生

大学生 社会人 わからない

その他

（高校生のみの質問）ネットで知り合った友達の年齢層は、同じ学校の高校生が34％、別の高校の高校生が40％と同年代の
高校生と会う割合が高くなっています。ネットで知り合った友達と実際に会った経験は61％となっています。

39% 16% 13% 8% 24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1491）

会ったことはない 一度だけ会ったことがある

3か月に1回ぐらい会っている 1か月に1回ぐらい会っている

1か月に1回以上会っている

問：ネットで知り合って、最も親しくなった友達はどのような人ですか。
問：ネットで知り合った友達の中で、最も親しい人とこの1年間に会ったことはありま
すか。

４－１５ ネットで知り合った友達の年齢層と会った経験＜高校生＞

34% 40%

61%
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ネット上で最も親しくなった人と知り合ったきっかけとなるサービスは、小学生はゲーム、中学生からはInstagram、高校生
になるとTwitterの割合が高くなります。（高校生のみの調査で）出会った相手の年齢層ときっかけとなったサービスを比較
すると、同じ高校の高校生はInstagramが高く、ほかの高校や大学生・社会人などはTwitterが高くなっています。

30%

10%

9%

8%

7%

20%

6%

3%

10%

19%

20%

26%

18%

17%

8%

44%

45%

50%

46%

36%

44%

0%

1%

0%

1%

3%

57%

30%

17%

13%

9%

11%

14%

2%

0%

0%

1%

6%

9%

8%

12%

14%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同じ学校の高校生

同じ学校ではない高校生

中学生

大学生

社会人

わからない

その他

LINE ネットゲーム Twitter Facebook

Instagram TikTok 電子メール その他

問：ネットがきっかけで知り合った友達の中で、「最も親しくなった人」と知り合った
きっかけのサービスはどれですか。

問：ネットがきっかけで知り合った友達の中で、「最も親しくなった人」と知り合った
きっかけのサービスはどれですか。
問：ネットで知り合って、最も親しくなった友達はどのような人ですか。

４－１６ ネット上で最も親しくなった人と知り合ったきっかけのサービス＜学年別＞と
相手の年齢層との関係＜高校生＞

13%

10%

14%

29%

23%

15%

18%

17%

17%

1%

4%

5%

6%

13%

16%

26%

31%

40%

1%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

2%

2%

3%

13%

32%

34%

38%

37%

26%

6%

16%

14%

8%

4%

2%

0%

0%

0%

55%

62%

56%

37%

21%

23%

10%

10%

11%

20%

4%

7%

7%

8%

10%

7%

4%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=66)

小5(N=128)

小6(N=144)

中1(N=211)

中2(N=229)

中3(N=234)

高1(N=576)

高2(N=562)

高3(N=415)

LINE Twitter Facebook Instagram TikTok ゲーム その他



67

54%

29%

34%

8%

9%

59% 3%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18年（N=648）

19年（N=487）

LINE Twitter Instagram ゲーム その他

2018年と2019年の調査で、ネット上で最も親しくなった人と知り合うきっかけとなったサービスを比較すると、同じ高校の
高校生では、2018年はLINEが54％でしたが、2019年はInstagramが59％となりました。大学生・社会人・不明では、2018
年はTwitterが56％でしたが、2019年には48％とやや減少しています。2019年の調査では、選択肢にネットゲームを追加し
たところ、ネットゲームが23％となりました。2018年の「不明」の大半はネットゲームだったと推察されます。

12%

8%

56.1%

47.8%

3%

11% 23.2%

28%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18年（N=731）

19年（N=289）

LINE Twitter Instagram ゲーム その他

問：ネットで知り合って、最も親しくなった友達はどのような人ですか。

（同じ高校と回答した人のうち）

問：ネットがきっかけで知り合った友達の中で、「最も親しくなった人」と知り合った
きっかけのサービスはどれですか

問：ネットで知り合って、最も親しくなった友達はどのような人ですか。

（大学生・社会人・不明と回答した人のうち）

問：ネットがきっかけで知り合った友達の中で、「最も親しくなった人」と知り合った
きっかけのサービスはどれですか

４－１７ ネット上で最も親しくなった人と知り合うきっかけとなったサービスの変化
＜高校生＞

54%

59%

56%

48% 23%
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５ 情報モラル教育に関する分析
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情報モラル教育の受講経験は、小学生は学年が上がるほど高くなり、小６で62％となります。学年を通じて高1で71％と最
も高くなります。気づきの有無は、学年問わず総じて高い傾向にあり、小5、高2で82％と最も高くなります。

問：この1年間で、学校などで携帯電話やネットに関する講習を受けたことがあります
か。

問：講習を受けて、気づいたことはありました（受講経験者を抽出）

５－１ 情報モラル教育の受講経験と気づき＜学年別＞

37%

57%

62%

48%

58%

52%

71%

56%

40%

36%

29%

23%

28%

19%

21%

8%

14%

21%

27%

14%

15%

24%

23%

27%

21%

30%

39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=433)

小5(N=582)

小6(N=599)

中1(N=619)

中2(N=620)

中3(N=595)

高1(N=1146)

高2(N=1068)

高3(N=907)

ある ない わからない

66%

82%

80%

76%

74%

73%

80%

82%

74%

19%

10%

13%

14%

15%

10%

13%

11%

15%

15%

8%

7%

11%

12%

17%

7%

7%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=157)

小5(N=321)

小6(N=364)

中1(N=291)

中2(N=359)

中3(N=301)

高1(N=805)

高2(N=600)

高3(N=382)

あった なかった わからない

62%

71%

82%

82%
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情報モラルの教育経験は全般的に高い傾向にありますが、小学生では高い割合の「長時間利用」をテーマにした教育は、中
学生以上になると低くなる傾向があります。その他のテーマは学年問わず高い傾向にあります。また、授業実施者は小学生
では企業の割合が高いですが、中学生では学校の先生、高校生では企業や警察・その他の割合が高くなります。

問25.受けた講習は、どのような内容でしたか。 問26. 受けた講習で、話していた人は誰でしたか。

５－２ 情報モラル教育の内容や実施者＜学年別＞

9%

11%

8%

44%

41%

30%

28%

24%

23%

2%

20%

19%

10%

18%

6%

64%

62%

52%

54%

78%

74%

33%

39%

44%

81%

76%

77%

26%

3%

5%

16%

13%

18%

76%

73%

68%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

学校の先生 警察の人 企業の人 その他

56%

56%

38%

23%

33%

25%

28%

24%

23%

74%

81%

73%

68%

69%

53%

64%

62%

52%

68%

78%

79%

57%

68%

68%

81%

76%

77%

73%

76%

70%

62%

67%

69%

76%

73%

68%

23%

17%

8%

8%

8%

5%

4%

2%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

長時間利用 出会い コミュニケーション 個人情報 その他
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56%

56%

38%

23%

33%

25%

28%

24%

23%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

情報モラル教育の内容は、「長時間利用」は小４で56％、小5で56％、小6で38％と、他の学年と比べ、小学生で割合が高く
なっています。「出会い」については全般的（小6で73％、中1で68％、高1で64％）に割合が高くなっています。

74%

81%

73%

68%

69%

53%

64%

62%

52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

長時間利用 出会い

５－３ 情報モラル教育の内容：長時間利用・出会い＜学年別＞

56%

56%

38% 73%

68%

68%64%
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68%

78%

79%

57%

68%

68%

81%

76%

77%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

情報モラル教育の内容は、コミュニケーション、個人情報に関するものは、ともに全般的に高くなっています。特に、コ
ミュニケーション、個人情報ともに高1が高い割合となっています（コミュニケーション→81％、個人情報→76％）。

73%

76%

70%

62%

67%

69%

76%

73%

68%

0% 20% 40% 60% 80%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

コミュニケーション 個人情報

５－４ 情報モラル教育の内容：コミュニケーション・個人情報＜学年別＞

81% 76%
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9%

11%

8%

44%

41%

30%

28%

24%

23%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

情報モラルの教育実施者は、学校の先生は中１で44％、中2で41％、中３で30％と中学生で高く、逆に小学生はどの学年も
10％前後と少ない割合です。警察は高1で65％、高2で62％、高3で52％と高校生で高く、小学生、中学生は多くても20％と、
その差が顕著となっています。

2%

20%

19%

10%

18%

6%

64%

62%

52%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

学校の先生 警察

５－５ 情報モラル教育の実施者：学校の先生・警察＜学年別＞

44%

41%

30%

65%

62%

52%
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54%

78%

74%

33%

39%

44%

81%

76%

77%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

情報モラルの教育実施者は、企業は小4で54％、小５で78％、小6で74％、高1で81％、高2で76％、高3で77％と小学生と高
校生で高くなっています。その他は、具体的な内容は不明なものの高1で76％、高2で73％、高3で68％と、小学生、中学生
に比べ高校生で顕著に高くなっています。

26%

3%

5%

16%

13%

18%

76%

73%

68%

0% 20% 40% 60% 80%

小4(N=162)

小5(N=331)

小6(N=371)

中1(N=298)

中2(N=360)

中3(N=310)

高1(N=816)

高2(N=598)

高3(N=362)

企業 その他

５－６ 情報モラル教育の実施者：企業・その他＜学年別＞

54%

78%

74%

81%

76%

77%

76%

73%

68%



75

62%

67%

75%

76%

59%

61%

25%

24%

19%

19%

31%

33%

5%

5%

2%

3%

5%

3%

4%

2%

2%

2%

3%

1%

3%

2%

2%

1%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=448）

ある（N=842）

ない（N=399）

ある（N=943）

ない(N=440)

ある(N=1781)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

とても悪い 少し悪い あまり悪くない 悪くない わからない

63%

68%

76%

77%

61%

62%

24%

24%

18%

18%

33%

33%

6%

4%

4%

2%

4%

3%

3%

2%

1%

2%

1%

1%

4%

2%

1%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=111）

ある（N=647）

ない（N=121）

ある（N=688）

ない（N=379）

ある（N=1402）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

とても悪い 少し悪い あまり悪くない 全く悪くない わからない

「電車やバスの中で携帯電話で通話をすること」への意識は、情報モラル教育の経験があると、「とても悪い」「悪い」と
答える割合が、小学生ではやや高く、高校生で高くなります。一方で、情報モラル教育における気づきの経験で比較した場
合は、差がありません。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－７ 情報モラル教育の経験や気づきと、携帯電話の利用マナーの意識との関係＜校種別＞

問：あなたは、携帯電話の利用のマナーについて、次のような行動をどう思いますか。 電車やバスの中で通話すること

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
あり**

有意差
あり*

有意差
なし

有意差
なし

有意差
なし

有意差
なし



76

81%

89%

71%

73%

56%

59%

11%

7%

22%

21%

34%

35%

2%

1%

4%

4%

5%

4%

3%

1%

3%

2%

3%

1%

3%

1%

1%

1%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=448）

ある（N=842）

ない（N=399）

ある（N=944）

ない（N=438）

ある（N=1779）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

とても悪い 少し悪い あまり悪くない 悪くない わからない

79%

90%

70%

75%

56%

60%

14%

6%

17%

19%

35%

35%

2%

1%

7%

3%

4%

4%

3%

1%

3%

1%

1%

1%

3%

1%

2%

1%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=110）

ある（N=647）

ある（N=121）

ある（N=689）

ない（N=379）

ある（N=1400）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

とても悪い 少し悪い あまり悪くない 全く悪くない わからない

「携帯電話を使いながら歩いたり、自転車を運転したりすること」に「とても悪い」「悪い」と答える割合は、情報モラル
教育の経験があると、小学生では高く、高校生でやや高くなります。気づきの経験があると、小学生と高校生ではやや高く、
中学生では高くなります。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－８ 情報モラル教育の経験や気づきと、携帯電話の利用マナーの意識との関係２<校種別>

問：あなたは、携帯電話の利用のマナーについて、次のような行動をどう思いますか。携帯電話を使いながら歩いたり、自転車の運転をすること

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
あり**

有意差
あり*

有意差
なし

有意差
あり**

有意差
あり*

有意差
あり*



77

77%

90%

68%

80%

77%

84%

18%

7%

25%

15%

14%

10%

5%

3%

7%

5%

8%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=474）

ある（N=873）

ない（N=420）

ある（N=974）

ない(N=442)

ある(N=1787)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

知っている 知らない わからない

87%

91%

84%

80%

83%

85%

7%

5%

13%

15%

9%

10%

5%

3%

3%

5%

8%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=111）

ある（N=666）

ない（N=126）

ある（N=707）

ない（N=380）

ある（N=1407）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

知っている 知らない わからない

「ネットに、他人の悪口などを書き込んだり、いやがらせのメッセージを送ったりすることは、その内容によっては犯罪に
あたることを知っていますか。」に、「知っている」と答える割合は、情報モラル教育の経験があると、小学生と中学生で
はかなり高く、高校生で高くなります。気づきの経験があると、高校生ではやや高くなります。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－９ 情報モラル教育の経験や気づきと、法的理解度との関係＜校種別＞

問：ネットに、他人の悪口などを書き込んだり、いやがらせのメッセージを送ったりすることは、その内容によっては犯罪にあたることを知っていますか

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
あり**

有意差
あり*

有意差
なし

有意差
なし

有意差
あり***

有意差
あり***



78

79%

90%

91%

93%

94%

93%

10%

4%

5%

5%

2%

3%

12%

5%

4%

2%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=112）

ある（N=664）

ない（N=126）

ある（N=705）

ない（N=379）

ある（N=1408）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

知っている 知らない わからない

74%

87%

82%

92%

89%

93%

17%

6%

14%

5%

6%

3%

9%

7%

4%

3%

5%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=474）

ある（N=872）

ない（N=419）

ある（N=970）

ない(N=442)

ある(N=1787)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

知っている 知らない わからない

「他人の写真を勝手に撮ることやその画像をネットに掲載することは、他人の権利を侵害する可能性があることを知ってい
ますか。」に、「知っている」と答える割合は、情報モラル教育の経験があると、小学生と中学生ではかなり高く、高校生
で高くなります。気づきの経験があると、小学生で高くなります。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－１０ 情報モラル教育の経験や気づきと、法的理解度との関係２＜校種別＞

問：他人の写真を勝手に撮ることやその画像をネットに掲載することは、他人の権利を侵害する可能性があることを知っていますか。

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
あり**

有意差
なし

有意差
なし

有意差
あり***

有意差
あり***

有意差
あり**
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49%

54%

47%

54%

44%

47%

12%

14%

24%

25%

20%

26%

4%

4%

12%

9%

21%

19%

5%

1%

5%

2%

6%

2%

29%

26%

12%

10%

9%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=460）

ある（N=859）

ない（N=418）

ある（N=970）

ない(N=441)

ある(N=1786)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

いつも意識している だいたい意識している ときどき意識している

意識していない わからない

45%

57%

52%

55%

50%

46%

15%

14%

24%

26%

24%

27%

6%

4%

5%

9%

17%

19%

4%

1%

6%

2%

2%

2%

29%

24%

13%

9%

7%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=110）

ある（N=654）

ない（N=126）

ある（N=704）

ない（N=378）

ある（N=1408）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

いつも意識している だいたい意識している
ときどき意識している 意識していない
わからない

「 ネット(SNS、メッセージサービス等)の書き込み等、情報を発信するときは、個人情報保護の意識や他人への気配りをし
ていますか」に、「いつも意識している」、「意識している」と答える割合は、情報モラル教育の経験があると、小学生と
中学生では高く、高校生でかなり高くなります。気づきの経験があると、小学生ではやや高く、中学生で高くなります。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－１１ 情報モラル教育の経験や気づきと、他人の個人情報への配慮との関係＜校種別＞

問：ネットの書き込み等、情報を発信するときは、個人情報保護の意識や他人への気配りをしていますか。

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
あり**

有意差
なし

有意差
あり***

有意差
あり**

有意差
あり**

有意差
あり*
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3%

5%

11%

9%

14%

17%

3%

5%

15%

16%

22%

28%

5%

7%

14%

20%

21%

22%

83%

77%

55%

50%

37%

29%

5%

6%

6%

4%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=316）

ある（N=584）

ない（N=378）

ある（N=877）

ない(N=436)

ある(N=1777)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

あまりない（1回程度） まったくない

わからない

13%

4%

15%

8%

24%

15%

1%

5%

19%

16%

27%

29%

5%

8%

20%

21%

17%

23%

76%

78%

46%

51%

28%

30%

5%

5%

1%

4%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=78）

ある（N=440）

ない（N=117）

ある（N=634）

ない（N=378）

ある（N=1399）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

あまりない（1回程度） まったくない

わからない

「この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが届いたことがありますか。」に、「よくある」、「わりとある」
と答える割合は、情報モラル教育の経験があると、高校生で高くなります。これは、教育によって意識が高まり、発見する
機会が増えたという可能性が考えられます。一方気づきの経験があると、小学生と高校生では、「よくある」、「わりとあ
る」と答える割合は低くなります。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－１２ 情報モラル教育の経験や気づきと、メッセージ受信経験＜校種別＞

問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが届いたことがありますか

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
なし

有意差
あり**

有意差
なし

有意差
なし

有意差
あり**

有意差
あり**
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46%

48%

28%

32%

17%

17%

27%

29%

27%

31%

18%

28%

5%

5%

9%

8%

7%

8%

2%

3%

4%

6%

4%

5%

1%

1%

2%

2%

4%

3%

19%

13%

30%

21%

49%

40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=335）

ある（N=618）

ない（N=383）

ある（N=909）

ない(N=441)

ある(N=1786)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

守っている だいたい守っている どちらとも言えない

あまり守っていない 守っていない ルールがない

52%

47%

33%

33%

15%

17%

14%

33%

20%

32%

20%

30%

6%

4%

10%

7%

9%

8%

5%

3%

7%

6%

5%

5%

4%

1%

4%

1%

4%

2%

19%

12%

26%

20%

48%

38%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=84）

ある（N=470）

ない（N=115）

ある（N=661）

ない（N=378）

ある（N=1408）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

守っている だいたい守っている どちらとも言えない

あまり守っていない 守っていない ルールがない

「 あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを利用するときのルールを守っていますか。」に、「守っている」、
「だいたい守っている」と答える割合は、情報モラル教育の経験があると、中学生でやや高く、高校生で高くなります。気
づきの経験があると、小学生と高校生で高く、中学生でやや高くなります。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－１３ 情報モラル教育の経験や気づきと、ルール順守との関係＜校種別＞

問：あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを利用するときのルールを守っていますか。

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
あり**

有意差
なし

有意差
あり**

有意差
あり*

有意差
あり*

有意差
あり**
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0%

0%

4%

2%

6%

5%

1%

1%

7%

4%

4%

6%

3%

5%

18%

12%

14%

12%

94%

89%

66%

76%

71%

72%

3%

4%

5%

5%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=314）

ある（N=587）

ない（N=369）

ある（N=863）

ない(N=435)

ある(N=1775)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

あまりない（1回程度） まったくない

わからない

1%

0%

5%

2%

10%

4%

3%

1%

4%

3%

7%

5%

3%

5%

11%

12%

11%

12%

91%

89%

73%

78%

63%

74%

3%

4%

6%

4%

8%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=78）

ある（N=443）

ない（N=114）

ある（N=624）

ない（N=377）

ある（N=1398）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

あまりない（1回程度） まったくない

わからない

「 この1年間で、あなたは、暴力的表現や、悪口やいやなことなどを、ネットに書き込んだり、送ったりしたことがありま
すか。」 に、「よくある」、「わりとある」と答える割合は、情報モラル教育の経験があると、中学生で低くなります。気
づきの経験があると、高校生でかなり低くなります。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－１４ 情報モラル教育の経験や気づきと、暴力的表現等（加害経験）との関係＜校種別＞

問：この1年間で、あなたは、暴力的表現（「殴るぞ」など）や、悪口やいやなこと（画像を含む）などを、ネット(SNS、メッセージサービス等)に書き込んだりしたことはありますか。

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
なし

有意差
なし

有意差
なし

有意差
あり**

有意差
なし

有意差
あり***
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1%

1%

1%

3%

3%

3%

0%

2%

4%

5%

4%

5%

2%

4%

8%

8%

9%

11%

90%

87%

83%

77%

77%

74%

7%

6%

5%

8%

7%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=320）

ある（N=585）

ない（N=380）

ある（N=878）

ない(N=436)

ある(N=1778)

小
学
生

中
学
生

高
校
生

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

あまりない（1回程度） まったくない

わからない

3%

1%

4%

2%

5%

3%

3%

2%

8%

5%

8%

4%

5%

4%

5%

9%

11%

10%

84%

88%

78%

77%

66%

77%

6%

5%

5%

7%

10%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない（N=79）

ある（N=441）

ない（N=116）

ある（N=635）

ない（N=378）

ある（N=1400）

小
学
生

中
学
生

高
校
生

よくある（5回以上） わりとある（2～4回程度）

あまりない（1回程度） まったくない

わからない

「この1年間にネット上で、暴力的表現や、悪口を書き込まれたりしたことがありますか」 に、「よくある」、「わりとあ
る」と答える割合は、情報モラル教育の経験があると小学生と中学生でやや高くなります。これは、教育によって意識が高
まり、日常のコミュニケーションの中に暴力的な表現を発見する機会が増えたという可能性が考えられます。気づきの経験
があると、高校生でかなり低くなります。

教
育
の
有
無

気
づ
き
の
有
無

５－１５ 情報モラル教育の経験や気づきと、暴力的表現等（被害経験）との関係＜校種別＞

問：この1年間にネット上で、暴力的表現(「殴るぞ」などや、悪口やいやなことを含む）を書き込まれたりしたことがありますか。

高
校
生

中
学
生

小
学
生

高
校
生

中
学
生

小
学
生

有意差
なし

有意差
なし

有意差
なし

有意差
あり***

有意差
あり*

有意差
あり*
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75%

36%

43%

57%

69%

51%

33%

43%

55%
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29%
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31%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生(N=4)

中学生(N=87)

高校生(N=100)

小学生(N=7)

中学生(N=13)

高校生(N=91)

小学生(N=96)

中学生(N=67)

高校生(N=714)

先
生

警
察

企
業

知らないことを知った 自分の意識が変わった 使い方が変わった

情報モラル教育に関するそれぞれの授業実施者だけを受講した人（重なりがない）を抽出し、気づきの内容とクロス集計したところ、
全体的には、「知らないことを知った」という知識獲得面の割合が最も高く、次いで「自分の意識が変わった」という意識変容面と続
き、最も少ないのが「使い方が変わった」とする行動変容面となっています。

学校の先生が授業主体者の教育を受けた人は、小学生は4人のみですが、中学生87名、高校生100名となります。中学生と高校生では気
づきの内容に差はなく、「知らないことを知った」「自分の意識が変わった」がそれぞれ36%～44%となっています。

警察が授業主体者の教育を受けた人は、小学生は7名、中学生は13名と少数です。高校生は91名ですが、「知らないことを知った」が
51％と過半数を占めています。

企業が授業主体者の教育を受けた人は、「知らないことを知った」は中学生、高校生となるにつれて高くなり、「使い方が変わった」
は中学生、高校生となるにつれて低くなります。「自分の意識が変わった」はあまり変化がありません。

問：受けた講習で、話していた人は誰でしたか。

問：講習を受けて、気づいたことはありましたか。

５－１６ 情報モラル教育における授業実施者と、気づきの内容との関係＜校種別＞
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40%
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小学校(N=10)

中学校(N=18)

高校(N=24)

小学校(N=27)

中学校(N=81)

高校(N=73)

小学校(N=81)

中学校(N=59)

高校(N=193)

小学校(N=21)

中学校(N=84)

高校(N=122)

長
時
間

出
会
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

個
人
情
報

知らないことを知った 自分の意識が変わった 使い方が変わった

情報モラルに関するそれぞれの教育内容だけを受講した人（重なりがない）を抽出し、気づきの内容とクロス集計したところ、全体的
には、「知らないことを知った」という知識獲得面の割合が最も高く、次いで「自分の意識が変わった」という意識変容面と続き、最
も少ないのが「使い方が変わった」とする行動変容面となっています。

長時間利用にに関わる教育では、進学するにつれて「知らないことを知った」の割合が小学生40％、中学生56％、高校生96％と高くな
ります。

出会いに関わる教育では、「知らないことを知った」が特に中学生（41％）から高校生（60％）になると高くなります。

コミュニケーションに関わる教育では、小学生と中学生では「自分の意識が変わった」が小学生36％、中学生が37％と最も高いですが、
高校生になると「知らないことを知った」が59％と最も高くなります。

個人情報に関わる教育では、小学生では「知らないことを知った」が38％で最も高いですが、中学生になると「自分の意識が変わっ
た」が44％で最も高くなり、高校生では「知らないことを知った」が51％と最も高くなります。

問：受けた講習は、どのような内容でしたか。

問：講習を受けて、気づいたことはありましたか。

５－１７ 情報モラル教育における教育内容と、気づきの内容との関係＜校種別＞
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校
生

1時間以下 1～5時間 5時間以上

ネットやゲームの長時間利用に関する教育の有無で比較す
ると、家庭内ルールを守る割合は小学生と中学生で高くな
りますが、フィルタリング設置率には差がありませんでし
た。利用時間そのものは中学生では短くなりますが、高校
生ではやや長くなる傾向があります。
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５－１８ ネットやゲームの長時間利用の教育の有無による比較

問:あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。

問:あなたは家庭内で決められた携帯電話やパソコンを利用するときのルールを守って
いますか。

問:あなたの携帯電話には、フィルタリング（有害なサイトが見られないようにする機
能）が設定されていますか。

問:受けた講習は、どのような内容でしたか。ネットやゲームの長時間利用
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692（N=39）
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小
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中
学
生

高
校
生

信頼しているので送る 個人が特定されない写真を送る 断る

保護者や先生など大人に相談する その他 分からない

ネット上の出会いに関する教育の有無で比較すると、知ら
ない人からのメッセージ受信頻度には差がありませんが、
知らない人から写真を送れと言われたときに「断る」を選
択する割合が小学生ではかなり高くなります。フィルタリ
ング設置率も中学生、高校生で高くなります。
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５－１９ ネット上での出会いに関する教育の有無による比較

問：ネット上で親しくなった人から自分の写真を要求されたら、どうしますか？

問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが届いたことがありますか。

問:あなたの携帯電話には、フィルタリング（有害なサイトが見られないようにする機
能）が設定されていますか。

問:受けた講習は、どのような内容でしたか。ネット上での知らない人との出会い
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保護者や先生など大人に相談する その他 分からない

ネット上のコミュニケーションに関する教育の有無で比較
すると、教育経験があると、暴力的表現の加害経験は中学
生で低く、知らない人から写真を送れと言われたときに
「断る」を選択する割合が小学生ではかなり高くなります。
法的理解度も小学生、中学生でかなり高くなります。
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５－２０ ネット上のコミュニケーションに関する教育の有無による比較

問：ネット上で親しくなった人から自分の写真を要求されたら、どうしますか？

問：この1年間にネット上で、知らない人からメッセージが届いたことがありますか。

法的理解度：ネットに、他人の悪口などを書き込んだり、いやがらせのメッセージを
送ったりすることは、その内容によっては犯罪にあたることを知っていますか。

問:受けた講習は、どのような内容でしたか。ネット上のコミュニケーションのトラブル
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ネット上の個人情報に関する教育の有無で比較すると、個
人情報の発信（SNSへの顔写真）では差がありませんが、
写真要求に対する対応は、小学生で断ると回答した割合が
かなり高くなります。法的理解度は小学生、中学生でかな
り高くなります。
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５－２１ ネット上の個人情報の教育の有無による比較

問：「あなたは、 SNSやメッセージサービスで、自分の個人情報を公開しています
か？」のうち、SNSの利用に関して、プロフィール画面に自分の顔写真を使っている
か。

問：ネット上で親しくなった人から自分の写真を要求されたら、どうしますか？

法的理解度：ネットに、他人の悪口などを書き込んだり、いやがらせのメッセージを
送ったりすることは、その内容によっては犯罪にあたることを知っていますか。

問:受けた講習は、どのような内容でしたか。ネット上の個人情報（写真など）の発信
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Appendix
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６ サービス別利用状況
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各サービスの利用頻度（1日1回～20回の合計）を比較すると、LINEは小6で48％から中１で84％と中学から利用頻度が急激
に高くなっています。Twitterは小6が11％、中1が16％、高１が53％と学年が上がるにつれて利用頻度が高くなっています。

問. あなたが利用しているサービスの利用回数を教えてください。 LINE 問. あなたが利用しているサービスの利用回数を教えてください。 Twitter

６－１ LINE・Twitterの利用頻度＜学年別＞
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利用頻度（1日1回～20回の合計）は、YouTubeは小6が59％*、中1が73％、高１が79％と小学生から中学生にかけて利用頻
度が高くなっています。通話は、小6が34％、中1が33％、高1が25％と、学年が上がると利用頻度がやや低くなる傾向があ
ります。

問. あなたが利用しているサービスの利用回数を教えてください。 YouTube 問. あなたが利用しているサービスの利用回数を教えてください。通話

６－２ YouTube・通話の利用頻度＜学年別＞
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18%

20%

30%

29%

31%

33%

30%

37%

41%

32%

17%

8%

12%

16%

18%

22%

25%

25%

32%

13%

11%

15%

7%

11%

9%

7%

6%

9%

13%

15%

11%

14%

13%

14%

5%

5%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=234)

小5(N=406)

小6(N=417)

中1(N=539)

中2(N=575)

中3(N=543)

高1(N=1105)

高2(N=1056)

高3(N=879)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

わからない

59%

73%

79%

34%

33%

25%

＊ 値は小数点1桁目を四捨五入しているため、グラフの数字の合計が違うことがあります。
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TikTokの利用頻度（1日1回～20回の合計）は。小6が24％、中1が32％*、高１が31％で、最も利用頻度が高いのが中２の
35％です。TikTokは中学生が最も利用頻度が高くなっています。

問. あなたが利用しているサービスの利用回数を教えてください。 TikTok

６－３ TikTokの利用頻度＜学年別＞

2%

6%

5%

7%

6%

6%

6%

5%

4%

5%

8%

10%

10%

11%

9%

8%

7%

4%

7%

9%

9%

16%

18%

15%

17%

16%

12%

3%

6%

6%

7%

7%

7%

10%

9%

8%

2%

4%

4%

4%

3%

4%

5%

4%

5%

76%

64%

65%

54%

54%

56%

50%

55%

64%

5%

3%

2%

3%

1%

3%

3%

3%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小4(N=233)

小5(N=399)

小6(N=419)

中1(N=539)

中2(N=576)

中3(N=547)

高1(N=1114)

高2(N=1055)

高3(N=883)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

わからない

24%

32%

31%

35%

＊ 値は小数点1桁目を四捨五入しているため、グラフの数字の合計が違うことがあります。
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７ サービス利用の経年変化（高校生）

※2017年度、2018年度の調査結果と比較しています。

青少年のネット利用実態把握を目的とした調査 平成29年度（2017年度）最終報告書
https://linecorp.com/ja/csr/newslist/ja/2018/156

青少年のネット利用実態把握を目的とした調査 平成30年度（2019年度）最終報告書
https://linecorp.com/ja/csr/newslist/ja/2019/205
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45.8%

39.2%

30.3%

25%

29%

31%

24%

25%

33%

2%

4%

5%

1%

1%

1%

2%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017年(N=4598)

2018年(N=5264)

2019年(N=3043)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

LINEやTwitterは、依然として利用頻度は高いですが、「1日20回以上利用する」で比較すると、LINEは、2017年度46％、
2018年度が39％、2019年度が30％、Twitterは、2017年度は40％、2018年度は26％、2019年度は15％と徐々に低くなって
きています。

40.3%

25.6%

14.9%

19%

20%

17%

17%

22%

29%

2%

5%

8%

4%

3%

5%

17%

24%

27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017年(N=4450)

2018年(N=5189)

2019年(N=3002)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

問：あなたが利用しているサービスの利用頻度を教えてください。LINE 問：あなたが利用しているサービスの利用頻度を教えてください。 Twitter

７－１ LINE・Twitterの利用頻度の経年変化＜高校生＞

46%

39%

30%

40%

26%

15%
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1%

1%

1%

1%

1%

1%

3%

1%

1%

2%

2%

1%

13%

4%

3%

80%

91%

93%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017年(N=4268)

2018年(N=5033)

2019年(N=2918)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

Facebookは、2017年度～2019年度まですべて利用頻度が低いですが、Instagramは、「1日20回以上利用する」で比較する
と、2017年度が17％、2018年度が18％、2019年度が25％と利用頻度が高くなっています。

17.3%

18.0%

24.7%

11%

17%

24%

14%

15%

21%

3%

4%

4%

5%

3%

3%

50%

43%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017年(N=4372)

2018年(N=5182)

2019年(N=3021)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

問：あなたが利用しているサービスの利用頻度を教えてください。 Facebook 問：あなたが利用しているサービスの利用頻度を教えてください。 Instagram

７－２ Facebook・Instagramの利用頻度の経年変化＜高校生＞

17%

18%

25%
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19.2%

20.9%

19%

21%

35%

39%

14%

11%

7%

4%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年(N=5295)

2019年(N=3032)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

YouTubeの利用頻度を「1日20回以上利用する」で比較すると、2018年度が19％、2019年度が21％と利用頻度が若干高く
なっています。一方で、スタディサプリは１週間に1回以上～1日20回以上の合計でも、2018年度は7％、2019年度は9％と、
利用頻度が10％以下の低いままになっています。

0%

1%

0%

1%

2%

4%

4%

4%

7%

6%

87%

85%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年(N=4904)

2019年(N=2838)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

問：あなたが利用しているサービスの利用頻度を教えてください。 YouTube 問：あなたが利用しているサービスの利用頻度を教えてください。スタディサプリ

７－３ YouTube・スタディサプリの利用頻度の経年変化＜高校生＞

7%

9%

19%

21%
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1%

1%

1%

1%

22%

22%

38%

39%

31%

28%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年(N=5167)

2019年(N=2907)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

1%

1%

2%

1%

2%

2%

13%

11%

12%

12%

17%

17%

35%

31%

25%

37%

38%

42%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017年(N=4310)

2018年(N=4791)

2019年(N=2768)

1日20回以上利用する 1日10回以上利用する 1日1回以上利用する

1週間に1回以上利用する 1か月に1回以上利用する 利用していない

電子メールの利用頻度は、1日1回以上～1日20回以上で比較すると、2017年度は16％、2018年度は14％、2019年度は16％
と、大きな変化はありません。通話も、 1日1回以上～1日20回以上で比較すると、2018年度は24％、2019年度は25％と、大
きな変化はありません。

問：あなたが利用しているサービスの利用頻度を教えてください。電子メール 問：あなたが利用しているサービスの利用頻度を教えてください。通話

７－４ 電子メール・通話の利用頻度の経年変化＜高校生＞

16%

14%

16%

24%

25%
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12%

13%

61.8%

59.7%

12%

3%

4%

15%

7%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年（N=2120）

2019年（N=2873）

ない LINE Twitter Facebook

Instagram Tiktok YouTube スタディサプリ

検索サービス ネットゲーム 電子メール その他

分からない KAKAOTALK SNOW Studyplus

Classi

17%

18%

49.0%

38.5%

17%

3%

6%

27%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年（N=2144）

2019年（N=2864）

ない LINE Twitter Facebook

Instagram Tiktok YouTube スタディサプリ

検索サービス ネットゲーム 電子メール その他

分からない KAKAOTALK SNOW Studyplus

Classi

新しい学校やクラスで友達が増えたきっかけのサービスは、2018年度はLINE（49％）とTwitter(17%)が主に利用されていま
したが、2019年度はLINE(39% )とTwitter(3%)は減少する一方で、Instagram(27%)の割合が高くなっています。離れ離れに
なった友達と仲の良い状態が続けられたサービスも、2018年度は、LINE（62％）とTwitter(12%)が主に利用されていました
が、2019年度は、LINE(60% )とTwitter(3%)は減少する反面、Instagram(16%)の割合が高くなっています。

問.この一年間にネットを使っていて、次のようなことはありましたか。
①新しい学校やクラスで友達が増えた

問.この一年間にネットを使っていて、次のようなことはありましたか。
②離れ離れになった友達と仲の良い状態が続けられた

７－５ 新しい友達や友人関係維持のためのサービスの経年変化＜高校生＞

49%

27%

17%

39%

62%

16%

12%

60%3% 3%
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37%

29%

19%

20%

8%

4% 26.6%

14%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年（N=2026）

2019年（N=2958）

ない LINE Twitter Facebook

Instagram Tiktok YouTube スタディサプリ

検索サービス ネットゲーム 電子メール その他

分からない KAKAOTALK SNOW Studyplus

Classi

13%

33%

8%

6%

10%

13%

4%

6% 25.5%

49%

4%

9%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年（N=2029）

2019年（N=2980）

ない LINE Twitter Facebook

Instagram Tiktok YouTube スタディサプリ

検索サービス ネットゲーム 電子メール その他

分からない KAKAOTALK SNOW Studyplus

Classi

勉強が捗ったサービスと悩みが解決したサービスに関して、2019年度から検索サービスを新たな選択肢に入れたところ、勉
強が捗ったが26％、悩みが解決したは27％と最も高い割合（「ない」を除く）となりました。2018年度のその他（勉強が
捗ったは49％と悩みが解決したは16％）は、検索サービスが含まれていたものと考えられます。

問.この一年間にネットを使っていて、次のようなことはありましたか。
③勉強がはかどった

問.この一年間にネットを使っていて、次のようなことはありましたか。
④悩みが解決した

７－６ 勉強や悩み解決のためのサービスの経年変化＜高校生＞

49% 16%

26% 27%
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32%

29%

9%

13%

1%

5%

20.5%

20.6%

19%

11%

15%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年（N=1960）

2019年（N=3021）

ない LINE Twitter Facebook

Instagram Tiktok YouTube スタディサプリ

検索サービス ネットゲーム 電子メール その他

分からない KAKAOTALK SNOW Studyplus

Classi

29%

28%

15%

9%

33.8%

21.1%

6%

21%

9%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年（N=2066）

2019年（N=2935）

ない LINE Twitter Facebook

Instagram Tiktok YouTube スタディサプリ

検索サービス ネットゲーム 電子メール その他

分からない KAKAOTALK SNOW Studyplus

Classi

同じ趣味の友達を得ることができたサービスは、2018年度はTwitterが34％でしたが、2019年度はTwitterが21％と減少する
反面、Instagramが21％と大きく増加しています。学校からの連絡は、電子メールが2018年度が21％、2019年度が21％と大
きな割合を占めています。

問.この一年間にネットを使っていて、次のようなことはありましたか。
⑤同じ趣味の友達を得ることができた

問.この一年間にネットを使っていて、次のようなことはありましたか。
⑥学校からの連絡を受け取った

７－７ 趣味によるつながりや学校からの連絡用サービスの経年変化＜高校生＞

34% 21%

21% 21%21%
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13%

13%

16%

10%

38.9%

29.0%

6%

18% 12%

11% 9%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年（N=2243）

2019年（N=2877）

ない LINE Twitter Facebook

Instagram Tiktok YouTube スタディサプリ

検索サービス ネットゲーム 電子メール その他

分からない KAKAOTALK SNOW Studyplus

Classi

ニュースや流行の話題についていけたサービスの割合は、2018年度はTwitterが39％と最も高い割合でしたが、2019年度は
Twitterは29％と割合が減り、Instagramが18％と増加しています。

問.この一年間にネットを使っていて、次のようなことはありましたか。
⑦ニュースや流行の話題についていけた

７－８ 話題についていくためのサービスの経年変化＜高校生＞

39%

29% 18%
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８ LINEで経験したトラブルの傾向
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0%

5%

5%

3%

2%

2%

1%

2%

13%

11%

2%

10%

2%

10%

2%

2%

5%

8%

11%

5%

1%

4%

5%

2%

2%

2%

10%

10%

2%

19%

4%

10%

2%

2%

4%

7%

10%

6%

ない

長い間つきあわされた

夜遅くまでつきあわされた

入りたくないトークに登録

気をを悪くするようなこと

グループから外された

グループ内で悪口を言われた

入っていないグループで悪口

既読スルーされた

未読スルーされた

スルーして相手を怒らせた

知らない人から友達追加

知らない人から会いたい

スタンプ連打された

トークで相手を怒らせた

自分の知られたくないこと

自分の嘘を広められた

写真を勝手に使われた

話している最中にスマホ

相手からブロックされた

2019年 2018年

LINE上で、「経験した嫌なこと」「されたら嫌なこと」
「他人がされていたら嫌だと思うこと」を比較すると、経
験した嫌なことは既読スルー・未読スルー、知らない人か
らの友達追加が比較的高い割合となっています。

しかし、経験したしないを問わず、嫌なことを聞くと、自
分の嘘を広められることや悪口や陰口、自分の写真の無断
利用などが上位にあげられます。この傾向は、2018年度、
2019年度ともに同じで、今年度新たに質問した「他人がさ
れていたら嫌だと思うこと」もほぼ同じ傾向です。

0%

3%

4%

2%

5%

7%

12%

10%

5%

3%

1%

2%

4%

2%

1%

8%

13%

9%

4%

4%

ない

長い間つきあわされた

夜遅くまでつきあわされた

入りたくないトークに登録

気をを悪くするようなこと

グループから外された

グループ内で悪口を言われた

入っていないグループで悪口

既読スルーされた

未読スルーされた

スルーして相手を怒らせた

知らない人から友達追加

知らない人から会いたい

スタンプ連打された

トークで相手を怒らせた

自分の知られたくないこと

自分の嘘を広められた

写真を勝手に使われた

話している最中にスマホ

相手からブロックされた

2019年

1%

3%

3%

2%

4%

7%

11%

11%

4%

3%

1%

2%

6%

2%

1%

8%

15%

9%

3%

4%

0%

3%

3%

9%

12%

6%

5%

3%

1%

4%

6%

2%

1%

10%

16%

10%

3%

6%

ない

長い間つきあわされた

夜遅くまでつきあわされた

入りたくないトークに登録

気をを悪くするようなこと

グループから外された

グループ内で悪口を言われた

入っていないグループで悪口

既読スルーされた

未読スルーされた

スルーして相手を怒らせた

知らない人から友達追加

知らない人から会いたい

スタンプ連打された

トークで相手を怒らせた

自分の知られたくないこと

自分の嘘を広められた

写真を勝手に使われた

話している最中にスマホ

相手からブロックされた

2019年 2018年

８－１ LINE上での嫌なことの比較＜高校生・調査年度別＞

経験した嫌なこと

自分がされたら嫌なこと

他人がされていたら嫌だと思うこと

問：この1年間でLINEを利用しているときに、以下の事柄をされたことがありますか。

（経験した嫌なこと）問：「問A」の中で、あなたが経験した事柄のうち、嫌だと感じ
たものはどれでしょうか。

（自分がされたら嫌なこと）問：「問A」の中で、もしあなたがされたとしたら、嫌だ
と感じるものはどれでしょうか。

（他人がされていたら嫌だと思うこと）問：「問A」の中で、どれが他の人々にとって
嫌だと感じさせる行為だと思いますか。あなた自身ではなく、他の人々が感じる迷惑
の程度を推測してください。



106

「LINEで経験した嫌なこと」「されたら嫌なこと」「他人がされていたら嫌だと思うこと」を１つのグラフで比較し、
「LINEで経験した嫌なこと」の割合を高い順に並べると、以下のグラフのようになります。既読スルーや未読スルーは上位
ですが、「されたら嫌なこと」では上位ではありません。嘘を広められる、悪口を言われる、陰口を言われるは、 「され
たら嫌なこと」の上位になります。また写真を勝手に使われることは、３つすべてで、割合が高くなっています。

８－２ LINE上での嫌なこと＜高校生＞

1位を3点、2位を2点、3位を1点として集計し、累計から割合を算出

13%

11%

11%

10%

10%

8%

5%

5%

5%

5%

3%

2%

2%

2%

2%

2%

2%

2%

1%

0%

4%

3%

3%

2%

2%

9%

3%

4%

15%

3%

2%

7%

6%

4%

1%

8%

1%

11%

11%

1%

5%

3%

4%

2%

2%

9%

4%

4%

13%

3%

2%

7%

4%

5%

1%

8%

1%

10%

12%

0%

既読スルーされた

未読スルーされた

話している最中にスマホ

知らない人から友達追加

スタンプ連打された

写真を勝手に使われた

夜遅くまでつきあわされた

相手からブロックされた

自分の嘘を広められた

長い間つきあわされた

入りたくないトークに登録

グループから外された

知らない人から会いたい

気をを悪くするようなこと

スルーして相手を怒らせた

自分の知られたくないこと

トークで相手を怒らせた

入っていないグループで悪口

グループ内で悪口を言われた

ない

LINEで経験した嫌なこと されたら嫌なこと 他人がされていたら嫌だと思うこと
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９ 生活時間（勉強時間・睡眠時間・自由時間）と
携帯電話及びゲームの利用時間との相関分析（高校生）
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9%

10%

9%

4%

7%

6%

8%

38%

25%

23%

21%

23%

25%

23%

24%

38%

40%

41%

38%

38%

31%

29%

23%

23%

29%

28%

24%

30%

0%

3%

5%

3%

5%

6%

6%

0%

2%

0%

1%

0%

1%

2%

1時間以内(N=34)

2時間以内(N=111)

3時間以内(N=221)

4時間以内(N=348)

5時間以内(N=275)

6時間以内(N=234)

6時間超(N=518)

5時間以内 6時間以内 7時間以内 8時間以内 9時間以内 9時間超

生活時間（勉強時間・睡眠時間・自由時間）と携帯電話
の利用時間をクロス集計すると、携帯電話の利用時間が長
くなると、勉強時間はやや短くなる傾向で、自由時間は長
くなる傾向があります。睡眠時間は利用時間にかかわらず
一定です。

41%

23%

8%

4%

2%

2%

2%

12%

33%

39%

26%

19%

16%

7%

12%

25%

27%

28%

31%

26%

16%

15%

5%

14%

23%

26%

28%

22%

15%

4%

5%

7%

12%

18%

23%

6%

3%

5%

5%

5%

5%

16%

0%

7%

2%

7%

5%

6%

14%

1時間以内(N=34)

2時間以内(N=111)

3時間以内(N=221)

4時間以内(N=348)

5時間以内(N=275)

6時間以内(N=234)

6時間超(N=518)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 24時間以内

44%

38%

48%

61%

67%

70%

77%

20%

20%

17%

18%

15%

13%

3%

16%

11%

11%

6%

8%

5%

6%

5%

7%

3%

1%

2%

2%

6%

3%

1%

3%

1%

1%

1%

6%

5%

3%

1%

2%

3%

1%

35%

14%

9%

4%

5%

2%

1%

1時間以内(N=34)

2時間以内(N=111)

3時間以内(N=221)

4時間以内(N=348)

5時間以内(N=275)

6時間以内(N=234)

6時間超(N=518)

1時間以内 2時間以内 3時間以内 4時間以内 5時間以内 6時間以内 6時間超

９－１ 携帯電話の利用時間と生活時間の関係＜高校生＞

睡眠時間と携帯電話の利用時間

勉強時間と携帯電話の利用時間

自由時間と携帯電話の利用時間

（勉強時間）問：あなたは学校の授業以外で、勉強を、1日に何時間ぐらいやっていま
すか。

勉強時間

利
用
時
間

睡眠時間

利
用
時
間

自由時間

利
用
時
間

弱い
相関*

相関

あり**

相関

なし

（睡眠時間）問：あなたの睡眠時間は1日に何時間くらいですか。

（自由時間）問：あなたの自由時間は、1日に何時間くらいですか。

（利用時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。
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12%

8%

7%

5%

7%

5%

7%

35%

27%

24%

22%

26%

23%

24%

27%

40%

39%

43%

38%

42%

34%

27%

23%

24%

27%

23%

22%

25%

0%

1%

5%

3%

5%

7%

7%

0%

1%

1%

1%

1%

2%

1時間以内(N=26)

2時間以内(N=95)

3時間以内(N=180)

4時間以内(N=247)

5時間以内(N=179)

6時間以内(N=152)

6時間超(N=259)

5時間以内 6時間以内 7時間以内 8時間以内 9時間以内 9時間超

生活時間（勉強時間・睡眠時間・自由時間）と携帯電話の
利用時間を、進学希望別で分析すると、大学や短大に進学
希望の層では、携帯電話の利用時間が長くなるほど勉強時
間は短くなる傾向で、自由時間は長くなる傾向があります。
睡眠時間は利用時間に関わらず一定です。

42%

23%

9%

5%

2%

3%

3%

12%

34%

41%

25%

24%

18%

6%

15%

24%

24%

28%

30%

26%

16%

12%

5%

14%

25%

26%

26%

25%

12%

4%

6%

6%

10%

17%

24%

8%

3%

6%

6%

3%

5%

14%

6%

1%

5%

4%

5%

12%

1時間以内(N=26)

2時間以内(N=95)

3時間以内(N=180)

4時間以内(N=247)

5時間以内(N=179)

6時間以内(N=152)

6時間超(N=259)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 24時間以内

35%

31%

45%

53%

56%

63%

68%

21%

20%

20%

22%

20%

18%

19%

11%

13%

9%

9%

7%

8%

4%

8%

4%

2%

1%

3%

4%

3%

2%

3%

1%

2%

1%

8%

5%

3%

2%

3%

3%

2%

46%

17%

11%

5%

7%

3%

2%

1時間以内(N=26)

2時間以内(N=95)

3時間以内(N=180)

4時間以内(N=247)

5時間以内(N=179)

6時間以内(N=152)

6時間超(N=259)

1時間以内 2時間以内 3時間以内 4時間以内 5時間以内 6時間以内 6時間超

９－２ 携帯電話の利用時間と生活時間の関係＜大学・短大進学希望者の高校生＞

睡眠時間と携帯電話の利用時間

勉強時間と携帯電話の利用時間

自由時間と携帯電話の利用時間

勉強時間

利
用
時
間

睡眠時間

利
用
時
間

自由時間

利
用
時
間

弱い
相関*

相関

あり**

相関

なし

（勉強時間）問：あなたは学校の授業以外で、勉強を、1日に何時間ぐらいやっていま
すか。

（睡眠時間）問：あなたの睡眠時間は1日に何時間くらいですか。

（自由時間）問：あなたの自由時間は、1日に何時間くらいですか。

（利用時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。
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0%

19%

15%

3%

5%

7%

9%

50%

13%

20%

19%

17%

28%

22%

13%

25%

41%

38%

38%

30%

27%

38%

19%

17%

35%

36%

27%

35%

0%

13%

7%

4%

4%

6%

5%

13%

2%

1%

2%

1時間以内(N=8)

2時間以内(N=16)

3時間以内(N=41)

4時間以内(N=101)

5時間以内(N=96)

6時間以内(N=82)

6時間超(N=259)

5時間以内 6時間以内 7時間以内 8時間以内 9時間以内 9時間超

生活時間（勉強時間・睡眠時間・自由時間）と携帯電話の
利用時間を、進学希望別で分析すると、就職・専門学校・
未定など大学進学希望以外の層では、利用時間に関わらず
勉強時間と睡眠時間は一定です。大学進学希望以外の層は、
勉強時間が0時間が大半であるため、利用時間の長さに影
響は与えませんでした。利用時間が長くなると、自由時間
は長くなる傾向があります。

38%

19%

5%

1%

2%

0%

1%

13%

31%

32%

27%

8%

11%

7%

0%

31%

37%

31%

31%

28%

17%

25%

6%

15%

20%

27%

30%

19%

25%

5%

8%

17%

18%

21%

2%

3%

9%

5%

19%

13%

5%

11%

5%

7%

16%

1時間以内(N=8)

2時間以内(N=16)

3時間以内(N=41)

4時間以内(N=101)

5時間以内(N=96)

6時間以内(N=82)

6時間超(N=259)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 24時間以内

75%

81%

63%

82%

85%

83%

86%

13%

22%

10%

10%

5%

8%

13%

15%

5%

1%

6%

2%

6%

1%

2%

13%

2%

1%

2%

4%

1%

1%

1時間以内(N=8)

2時間以内(N=16)

3時間以内(N=41)

4時間以内(N=101)

5時間以内(N=96)

6時間以内(N=82)

6時間超(N=259)

1時間以内 2時間以内 3時間以内 4時間以内 5時間以内 6時間以内 6時間超

９－３ 携帯電話の利用時間と生活時間の関係＜就職・専門学校・その他の高校生＞

睡眠時間と携帯電話の利用時間

勉強時間と携帯電話の利用時間

自由時間と携帯電話の利用時間

勉強時間

利
用
時
間

睡眠時間

利
用
時
間

自由時間

利
用
時
間

相関

あり**

相関

なし

相関
なし

（勉強時間）問：あなたは学校の授業以外で、勉強を、1日に何時間ぐらいやっていま
すか。

（睡眠時間）問：あなたの睡眠時間は1日に何時間くらいですか。

（自由時間）問：あなたの自由時間は、1日に何時間くらいですか。

（利用時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。
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0%

1%

1%

1%

1%

2%

3%

33%

27%

28%

18%

21%

27%

30%

62%

67%

64%

73%

69%

63%

56%

4%

5%

6%

8%

9%

7%

12%

1%

0%

0%

1%

0%

0時間(N=695)

0.5時間以内(N=577)

1時間以内(N=562)

2時間以内(N=422)

3時間以内(N=229)

4時間以内(N=102)

4時間超(N=261)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 12時間超

生活時間（勉強時間・睡眠時間・自由時間）とゲーム利用
時間の関係を分析すると、ゲーム利用時間に関わらず睡眠
時間と勉強時間は一定です。ゲーム時間が長くなるとと自
由時間がやや長くなる傾向があります。

11%

7%

5%

3%

1%

0%

1%

24%

23%

21%

16%

12%

9%

3%

23%

24%

28%

24%

24%

18%

11%

18%

19%

20%

23%

20%

30%

20%

10%

12%

10%

12%

17%

17%

23%

5%

6%

5%

10%

10%

13%

17%

9%

9%

10%

11%

14%

14%

25%

0時間(N=695)

0.5時間以内(N=577)

1時間以内(N=562)

2時間以内(N=422)

3時間以内(N=229)

4時間以内(N=102)

4時間超(N=261)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 12時間超

25%

25%

30%

32%

38%

37%

48%

13%

14%

12%

12%

13%

16%

12%

16%

18%

22%

20%

22%

18%

19%

17%

16%

19%

20%

14%

22%

10%

9%

11%

7%

9%

6%

3%

5%

3%

4%

2%

3%

5%

2%

3%

16%

12%

8%

5%

3%

3%

4%

0時間(N=695)

0.5時間以内(N=577)

1時間以内(N=562)

2時間以内(N=422)

3時間以内(N=229)

4時間以内(N=102)

4時間超(N=261)

0j時間 0.5時間以内 1時間以内 2時間以内 3時間以内 4時間以内 4時間超

９－４ ゲーム利用時間と生活時間の関係＜高校生＞

睡眠時間とゲーム時間

勉強時間とゲーム時間

自由時間とゲーム時間

勉強時間

ゲ
ー
ム
時
間

睡眠時間

ゲ
ー
ム
時
間

自由時間

ゲ
ー
ム
時
間

弱い

相関*

相関

なし

相関
なし

（勉強時間）問：あなたは学校の授業以外で、勉強を、1日に何時間ぐらいやっていま
すか。

（睡眠時間）問：あなたの睡眠時間は1日に何時間くらいですか。

（自由時間）問：あなたの自由時間は、1日に何時間くらいですか。

（利用時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。
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高校生の大学進学希望層を抽出して生活時間（勉強時間・
睡眠時間・自由時間）とゲーム利用時間の関係を分析する
と、ゲーム利用時間に関わらず生活時間は一定です。

13%

8%

6%

3%

2%

0%

2%

25%

25%

24%

18%

12%

10%

7%

22%

24%

29%

24%

25%

18%

12%

17%

18%

20%

25%

20%

35%

23%

9%

10%

10%

12%

17%

20%

21%

5%

5%

5%

9%

10%

10%

15%

8%

9%

7%

9%

15%

6%

19%

0時間(N=517)

0.5時間以内(N=407)

1時間以内(N=392)

2時間以内(N=276)

3時間以内(N=123)

4時間以内(N=49)

4時間超(N=84)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 12時間超

17%

15%

22%

24%

23%

22%

31%

11%

13%

10%

9%

13%

12%

7%

17%

19%

23%

21%

28%

24%

26%

19%

18%

23%

25%

17%

33%

15%

11%

12%

10%

11%

8%

4%

11%

4%

6%

2%

4%

6%

2%

4%

21%

16%

10%

6%

5%

2%

6%

0時間(N=517)

0.5時間以内(N=407)

1時間以内(N=392)

2時間以内(N=276)

3時間以内(N=123)

4時間以内(N=49)

4時間超(N=84)

0j時間 0.5時間以内 1時間以内 2時間以内 3時間以内 4時間以内 4時間超

９－５ ゲーム利用時間と生活時間の関係＜大学・短大進学希望者の高校生＞

睡眠時間とゲーム時間

勉強時間とゲーム時間

自由時間とゲーム時間

勉強時間

ゲ
ー
ム
時
間

睡眠時間

ゲ
ー
ム
時
間

自由時間

ゲ
ー
ム
時
間

相関

なし

相関
なし

相関

なし

（勉強時間）問：あなたは学校の授業以外で、勉強を、1日に何時間ぐらいやっていま
すか。

（睡眠時間）問：あなたの睡眠時間は1日に何時間くらいですか。

（自由時間）問：あなたの自由時間は、1日に何時間くらいですか。

（利用時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

1%

1%

2%

1%

37%

26%

28%

20%

16%

29%

29%

59%

69%

65%

72%

74%

61%

58%

3%

5%

5%

7%

8%

8%

12%

0%

0%

1%

0%

0%

2%

0%

0%

0%

0時間(N=517)

0.5時間以内(N=407)

1時間以内(N=392)

2時間以内(N=276)

3時間以内(N=123)

4時間以内(N=49)

4時間超(N=84)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 12時間超
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0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

2%

1%

2%

1%

1%

2%

3%

23%

29%

25%

14%

25%

27%

30%

70%

64%

62%

77%

63%

65%

55%

5%

7%

9%

8%

9%

6%

12%

1%

1%

1%

1%

0時間(N=174)

0.5時間以内(N=169)

1時間以内(N=165)

2時間以内(N=145)

3時間以内(N=106)

4時間以内(N=51)

4時間超(N=176)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 12時間超

高校生の大学進学希望以外の層を抽出して生活時間（勉強
時間・睡眠時間・自由時間）とゲーム利用時間の関係を分
析すると、ゲーム利用時間に関わらず睡眠時間と勉強時間
は一定です。ゲーム利用時間が長いと自由時間は長くなる
傾向があります。

大学進学希望以外の層は、自由時間が長く、一定の割合で
ゲームの時間に使っている実態がわかりました。

4%

4%

2%

1%

22%

18%

13%

14%

12%

8%

1%

25%

25%

25%

25%

24%

14%

11%

20%

21%

21%

19%

21%

27%

18%

10%

15%

13%

13%

18%

14%

24%

6%

8%

7%

12%

11%

16%

18%

13%

9%

18%

16%

14%

22%

28%

0時間(N=174)

0.5時間以内(N=169)

1時間以内(N=165)

2時間以内(N=145)

3時間以内(N=106)

4時間以内(N=51)

4時間超(N=176)

2時間以内 4時間以内 6時間以内 8時間以内 10時間以内 12時間以内 12時間超

48%

49%

50%

49%

56%

53%

56%

22%

17%

15%

16%

12%

18%

14%

14%

14%

18%

18%

15%

12%

15%

10%

9%

10%

10%

9%

12%

7%

5%

7%

2%

3%

3%

3%

1%

1%

4%

2%

2%

1%

3%

4%

3%

1%

4%

3%

0時間(N=174)

0.5時間以内(N=169)

1時間以内(N=165)

2時間以内(N=145)

3時間以内(N=106)

4時間以内(N=51)

4時間超(N=176)

0j時間 0.5時間以内 1時間以内 2時間以内 3時間以内 4時間以内 4時間超

９－６ ゲーム利用時間と生活時間の関係＜就職・専門学校・その他の高校生＞

睡眠時間とゲーム時間

勉強時間とゲーム時間

自由時間とゲーム時間

勉強時間

ゲ
ー
ム
時
間

睡眠時間

ゲ
ー
ム
時
間

自由時間

ゲ
ー
ム
時
間

相関

なし

相関
なし

弱い

相関*

（勉強時間）問：あなたは学校の授業以外で、勉強を、1日に何時間ぐらいやっていま
すか。

（睡眠時間）問：あなたの睡眠時間は1日に何時間くらいですか。

（自由時間）問：あなたの自由時間は、1日に何時間くらいですか。

（利用時間）問：あなたは携帯電話を1日に何時間ぐらい使っていますか。
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